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２別冊 広報なかの

本
市
の
農
業
は
、
菌
茸
、
果
樹
を
中

心
に
全
国
で
も
有
数
の
園
芸
農
業

地
帯
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

農
家
１
戸
当
た
り
の
耕
地
面
積
（
６７
・

９
㌃
）
が
全
国
平
均
（
１
２
６
・
９

㌃
）
を
下
回
っ
て
い
る
中
で
、
付
加
価
値

を
高
め
た
施
設
型
農
業
を
積
極
的
に
展
開

し
、生
産
性
の
向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

特
に
エ
ノ
キ
タ
ケ
の
生
産
は
、
先
人

の
先
駆
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

全
国
第
１
位
の
生
産
量
を
誇
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ブ
ナ
シ
メ
ジ
、
ナ
メ
コ
、
エ

リ
ン
ギ
な
ど
の
生
産
も
県
内
で
上
位
を
占

め
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
キ
ノ
コ
の
持
つ
効
能
が
明

ら
か
に
さ
れ
、
健
康
食
品
と
し
て

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
キ
ノ

コ
を
積
極
的
に
食
べ
る
こ
と
を
心
が
け
て

い
る
マ
イ
コ
フ
ァ
ジ
ス
ト（
菌
食
主
義
者
）

と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
や
、
キ
ノ
コ
の
専
門

的
知
識
を
修
得
す
る
た
め
「
き
の
こ
マ
イ

ス
タ
ー
」
の
資
格
を
取
得
す
る
方
も
増
え

て
き
ま
し
た
。

中
野
市
産
キ
ノ
コ
の
魅
力
を
再
認
識

し
、
お
い
し
く
食
べ
て
健
康
に
な

る
「
キ
ノ
コ
生
活
」
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

ナ
カ
ノ
ノ
キ
ノ
コ
を

知
る

a.

b.

c.

野生のものは褐色で傘が大きく、柄も
短めですが、菌床栽培によるものは、
細長く乳白色をしています。しっかり
とした歯ごたえがあり、香りも味も抜
群で、中野市が生産量日本一のキノコ
です。発がん抑制物質β－グルカンや
ビタミン B1、B2 などを含んでいます。

a.　エノキタケ
　　キシメジ科エノキタケ属白くて太い柄に褐色の平らな傘が

ついているエリンギは、弾力があ
ってコリコリとした食感が特徴の
キノコです。クセがなくて食べや
すく、食感がアワビに似ていると
言われます。トレハロースやビタ
ミン B1 などを含むヘルシーなキ
ノコです。

c.　エリンギ
　　ヒラタケ科ヒラタケ属

ブナの倒木や切り株、枯れ木などに群がるように生え
るキノコですが、菌床栽培技術が確立されたことによ
り、広く市場に流通するようになりました。歯ごたえ
が抜群で、苦味もほとんど感じません。β－グルカンな
どを含んでいます。

b.　ブナシメジ
　　シメジ科シロタモギタケ属
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※
こ
の
特
集
は
平
成
25
年
８
月
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。



３

e.

f.

エリンギに類似した食用キノコで、中国では
高級食材として珍重されているだけでなく、
病気の予防、治療にも使われています。エリ
ンギより全体的に大きめで、強い香りとシコ
シコとした食感が特徴です。β－グルカンを
豊富に含んでいます。

e.　バイリング（ハクレイタケ）
　　ヒラタケ科ヒラタケ属

日本原産のキノコで、ブナなどの倒木や切り
株に発生しますが、現在は主に原木による人
工栽培、菌床栽培のものが食べられています。
褐色で独特のヌメリがあるのが特徴です。β
－グルカンやビタミンDと同様の効果を持つ
エルゴステリンを含んでいます。

d.　ナメコ
　　モエギタケ科スギタケ属

エリンギやバイリングの仲間で、原産地は地
中海沿岸や中国の新

しんきょう

疆ウイグル地方と言わ
れています。傘がシイタケ、柄がエリンギの
食感に似ています。肉質がしっかりしていて、
クセがなく、どんな料理にも使えます。旨み
成分である遊離アミノ酸が多いのが特徴です。

f.　アギタケ
　ヒラタケ科ヒラタケ属

ヒラタケの仲間で、もともとは高温多湿の亜
熱帯地方で採れるキノコです。断面の形や歯
触りがアワビに似ています。肉厚で栄養素の
バランスが良く、縮みや煮崩れが少ないため、
食材として重宝されています。昨年から市内
でも栽培されるようになりました。

g.　クロアワビタケ
　　ヒラタケ科ヒラタケ属

g.

d.
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低
カ
ロ
リ
ー
で
食
物
繊
維
が
豊
富
に

含
ま
れ
る
キ
ノ
コ
。
キ
ノ
コ
は
菌

類
で
、
本
体
は
菌
糸
と
い
う
も
の
で
で
き

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
キ
ノ
コ
の
機
能
性

が
注
目
さ
れ
、
健
康
の
た
め
に
食
べ
る
方

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
中
野
市
で
は
、
エ
ノ
キ
タ
ケ
な
ど

を
使
っ
た
健
康
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
試

験
を
行
っ
て
お
り
、「
血
液
が
サ
ラ
サ
ラ

に
な
る
」、「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
予

防
に
つ
な
が
る
」、「
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の

改
善
に
つ
な
が
る
」
な
ど
の
結
果
が
公
表

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
野
市
で
生
産
さ
れ
て
い
る
キ
ノ
コ
の

効
能
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
中
野
市
代
表

理
事
組
合
長
の
阿あ

と

う藤
博ひ

ろ
ふ
み文

さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
キ
ノ
コ
の
栄
養
成
分
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ｑ
中
野
市
産
キ
ノ
コ
の
効
能
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
キ
ノ
コ
の
効
果
的
な
摂
取
方
法
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
自
宅
に
お
け
る
キ
ノ
コ
の
保
存
方
法
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
オ
ス
ス
メ
の
キ
ノ
コ
の
食
べ
方
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

▲ＪＡ中野市代表理事組合長
　　　　　　　　　阿藤博文さん

　

キ
ノ
コ
の
成
分
は
野
菜
に
似
て
い
ま
す

が
、
野
菜
に
は
な
い
成
分
と
し
て
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
２
、
β
‐

グ
ル
カ
ン
、
ト
レ
ハ
ロ

ー
ス
な
ど
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
２
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
代

謝
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、
β
‐

グ
ル
カ

ン
は
、
制
が
ん
剤
と
し
て
医
薬
品
に
も
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
レ
ハ
ロ
ー

ス
は
、
保
水
、
脱
臭
、
品
質
保
持
効
果
な

ど
が
あ
り
、
高
機
能
成
分
と
し
て
食
品
や

化
粧
品
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
中
野
市
で
は
、
平
成
１７
年
に
「
エ

ノ
キ
タ
ケ
と
血
液
の
流
動
性
の
影
響
」
に

つ
い
て
試
験
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

エ
ノ
キ
タ
ケ
を
食
べ
る
と
血
流
障
害
が
改

善
さ
れ
る
と
と
も
に
、
中
性
脂
肪
が
減
少

す
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
エ
ノ
キ
タ
ケ
の
細
胞
壁
の
中
に

は「
キ
ノ
コ
キ
ト
サ
ン（
キ
ト
グ
ル
カ
ン
）」

と
い
う
成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
キ
ノ

コ
キ
ト
サ
ン
は
腸
の
運
動
を
活
発
に
す
る

作
用
が
あ
り
、
腸
内
環
境
が
正
常
に
な
る

と
体
温
が
上
が
る
た
め
、
免
疫
力
が
向
上

し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
美
肌
効
果
や
ダ
イ

　

キ
ノ
コ
は
食
べ
て
害
に
な
る
こ
と
は
な

い
の
で
、料
理
に「
＋（
プ
ラ
ス
）キ
ノ
コ
」

を
し
て
い
た
だ
き
、
毎
日
食
べ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
キ
ノ
コ
に
含
ま
れ
る
キ
ノ
コ

キ
ト
サ
ン
を
有
効
に
摂
取
す
る
こ
と
が
効

果
的
で
す
。
キ
ノ
コ
キ
ト
サ
ン
は
不
溶
性

の
高
分
子
な
の
で
、
水
溶
性
の
低
分
子
に

変
え
る
こ
と
で
、
よ
り
体
に
吸
収
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
考
え
た
の
が
、

「
エ
ノ
キ
氷
」
で
す
。

エ
ノ
キ
氷
は
自
宅
で

簡
単
に
作
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
お
試
し

く
だ
さ
い
。

　

乾
燥
し
な
い
よ
う
に
袋
に
入
れ
、
冷
蔵

庫
に
保
存
し
て
２
日
か
ら
３
日
以
内
に
使

い
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

使
い
切
れ
な
い
場
合
は
、
キ
ノ
コ
を
細

か
く
刻
ん
で
冷
凍
庫
に
入
れ
て
保
存
し
て

お
く
と
良
い
で
す
。
キ
ノ
コ
を
刻
ん
で
、

冷
凍
す
る
と
細
胞
が
破
壊
さ
れ
る
た
め
、

栄
養
を
効
率
よ
く
摂
取
で
き
、
キ
ノ
コ
の

エ
キ
ス
も
出
て
、
よ
り
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
ま
す
。

Ｑ
今
後
、
キ
ノ
コ
に
期
待
す
る
こ
と
は
何

で
す
か
。

　

キ
ノ
コ
は
癖
が
な
い
の
で
、
ど
ん
な
料

理
に
使
っ
て
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す

が
、
私
は
、
み
そ

汁
が
一
番
好
き
で

す
ね
。
最
近
は
、

干
し
エ
ノ
キ
を
よ

く
食
べ
ま
す
。
日

本
酒
に
入
れ
て
飲

ナ
カ
ノ
ノ
キ
ノ
コ
は

効
く

　

中
野
市
で
キ
ノ
コ
の
冷
房
栽
培
が
始
ま

っ
た
の
は
昭
和
４２
年
か
ら
で
す
。
年
間
を

通
し
て
キ
ノ
コ
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
、
４５
年
位
し
か
経
過
し
て
い
ま

せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
私
た
ち
の
知
ら
な
い
可

能
性
が
、
キ
ノ
コ
に
は
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

キ
ノ
コ
の
機
能
性
が
認
識
さ
れ
、
米
・

肉
・
魚
・
野
菜
に
加
え
キ
ノ
コ
を
食
べ
る

文
化
が
定
着
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

む
と
、
ひ
れ
酒
の
よ

う
な
味
が
し
て
お
い

し
い
で
す
よ
。
い
き

い
き
館
で
販
売
し
て

い
る
「
え
の
た
ん
ジ

ェ
ラ
ー
ト
」
と
「
え

の
き
パ
ン
」
も
お
す

す
め
で
す
。

エ
ッ
ト
効
果
、ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
改
善
、

さ
ら
に
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

キ
ノ
コ
は
ま
さ
に
「
体
の
中
の
掃
除
屋

さ
ん
」
で
す
よ
。

えのきパン

エノキ氷えのたんジェラート

えのきパン
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ナ
カ
ノ
ノ
キ
ノ
コ
を

作
る

キ
ノ
コ
は
食
卓
に
並
ぶ
、

お
な
じ
み
の
食
材
に

な
り
ま
し
た
。
店
頭
で
は
、

年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

キ
ノ
コ
が
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
菌
床
栽
培
技

術
が
確
立
さ
れ
、
工
場
生
産

が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
キ
ノ
コ
が
ど

の
よ
う
に
生
産
さ
れ
て
い
る

か
ご
存
知
で
す
か
。
キ
ノ
コ

は
、
徹
底
し
た
品
質
管
理
と

衛
生
管
理
の
も
と
で
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ

で
は
、
本
市
が
生
産
量
日
本

一
の
エ
ノ
キ
タ
ケ
の
生
産
工

程
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１　培地づくり

コーンコブミール、コメヌ
カ、栄養剤などをかくはん
機に入れ、細かく砕きま
す。

調整した培地をプラスチ
ックの瓶に詰め、ふたを
します。

２　培地殺菌

培地を詰め込んだ瓶を殺
菌釜に入れ、１１８℃の高
温高圧で殺菌し、無菌化
します。殺菌後は瓶を
１５℃以下に冷やします。

３　種菌接種

殺菌後の培地にエノキタ
ケの菌糸を植え付けます。

４　培養（約 ２０ 日間）

菌糸をむらなく繁殖させ、
瓶全体に菌糸が回り、白
くなったら培養完了です。

６　芽出し

菌掻き後、 １５℃前後に保
たれた芽出し室で管理し
ます。約 １０ 日間でエノ
キタケが芽を出します。

５　菌掻き

培養が完了したら、表面
の種菌を取り、エノキタ
ケの発生を促すために菌
が育つ菌床を整えます。

７　ならし・抑制（４～５日間）

芽出し終了後、室温７～
８℃で「ならし」と呼ば
れる中間管理を行った後、
５℃前後の環境で茎の成
長を抑えて生育を整える
「抑制」という工程に入り
ます。

９　生育（約１０日間）

４℃前後に保たれた生育
室で、瓶から約 １４㎝に成
長するまで生育を行います。

８　紙巻き

エノキタケが瓶から２～
３㎝成長したところで紙
を巻き、エノキタケの成
長を整えます。

１０　収穫　（種菌接種後約５０日目）

一つ一つ丁寧に収穫し、ベ
ルトコンベヤーに乗せます。

計量を行い、２００ ｇずつ包
装します。

袋詰めされた商品を段ボ
ールに梱包し、出荷します。

（エノキタケを作る地で
ある培地を作ります）

取材にご協力いただいた有限会社えんと
く培養センター（上）と有限会社荻原きの
こ園（下）

※
１
か
ら
５
ま
で
の
工
程
は
㈲
え
ん
と
く
培
養
セ
ン
タ
ー
、
６
か
ら

　
１０
ま
で
の
工
程
は
㈲
荻
原
き
の
こ
園
で
行
っ
て
い
ま
す
。
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ま
す
。
４
月
か
ら
は
、
イ
オ
ン
中
野
店
に

お
い
て
、
中
野
市
特
産
品
・
観
光
情
報
コ

ー
ナ
ー
を
開
設
し
、
高
校
生
が
市
の
魅
力

発
信
を
行
う
場
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
キ
ノ
コ
の
消
費
拡
大
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
毎
年
、「
我
が
家
の
料
理
大
集
合
　

き

の
こ
・
フ
ル
ー
ツ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開

催
し
、
中
野
市
産
キ
ノ
コ
を
使
っ
た
手
軽

で
簡
単
に
作
れ
る
料
理
を
募
集
し
、
料
理

レ
シ
ピ
を
公
開
し

て
い
ま
す
。
料
理

レ
シ
ピ
は
売
れ
る

農
業
推
進
室
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
る
ほ
か
、
公

共
施
設
な
ど
に
レ

シ
ピ
カ
ー
ド
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

ナ
カ
ノ
ノ
キ
ノ
コ
を
発
信
す
る

中
野
市
の
取
り
組
み

市
で
は
、
平
成
１６
年
度
か
ら
「
売
れ

る
農
業
推
進
室
」
を
設
置
し
、
農

業
者
、
農
業
団
体
、
商
工
業
者
お
よ
び
市

民
と
の
連
携
に
よ
る
地
産
地
消
の
推
進
、

多
様
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
推
進
を
柱
に

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
、
中
野
市
農

産
物
の
消
費
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、「
中
野
市

産
地
・
観
光
Ｐ
Ｒ
用
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」

を
公
募
に
よ
り
決
定
し
、
農
産
物
や
加
工

品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
観
光
Ｐ
Ｒ
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
３
月
２７
日
に
は
、
中
野
立
志
館

高
等
学
校
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
高
校
生
が
産
地
・
観
光

Ｐ
Ｒ
事
業
に
継
続
的
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
高
校
生
の
ア
イ
デ
ア
や
感
性

を
事
業
に
生
か
し
て
行
く
こ
と
と
し
て
い

▲中野市産地・観光ＰＲ用
　シンボルマーク

Ｊ
Ａ
中
野
市
の
取
り
組
み

Ｊ
Ａ
中
野
市
で
は
、
中
野
市
産

キ
ノ
コ
の
販
売
お
よ
び
消

費
拡
大
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
中
野
市
の
名
産
で
あ
る
キ
ノ

コ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
Ｊ
Ａ
中
野
市
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
え
の
た
ん
と

キ
ノ
コ
フ
レ
ン
ズ
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

近
年
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
ブ
ー
ム
も
あ
り
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
え
の
た
ん
が
登
場

す
る
と
、
子

ど
も
か
ら
大

人
ま
で
広
い

世
代
に
大
人

気
で
す
。
え

の
た
ん
の
公

式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
も
開
設

さ
れ
る
な
ど
、

今
後
も
中
野
市
産
キ
ノ
コ
の
宣
伝
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
、
キ
ノ
コ
の
一
大
産
地
と

し
て
の
魅
力
と
と
も
に
、
キ
ノ
コ
研
究
の

最
新
情
報
や
調
理
方
法
、
製
品
開
発
な
ど

の
情
報
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
、
消
費
拡
大
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
報
道
機
関
向

け
に
年
６
回
の
予
定
で
「
き
の
こ
ニ
ュ
ー

ス
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
今
年
は
、
え
の
き
茸
部
会
が
創
立

５０
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
、
信
越
放

送
と
共
同
で
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
え
の
き
茸
ア

イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。

応
募
総
数
２
１
２
件

の
中
か
ら
グ
ラ
ン
プ

リ
に
は
、
下
高
井
農

林
高
等
学
校
３
年
生

の
作
品
「
え
の
た
ん

の
オ
ム
ハ
ヤ
シ
丼
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
７
月
か
ら
は
、
東

京
の
Ｊ
Ｒ
秋
葉
原
駅
近
く
に
あ
る
「
日
本

百
貨
店
し
ょ
く
ひ
ん
か
ん
」
に
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
し
ま
し
た
。「
き
の
こ

の
ふ
る
さ
と
。」
と
題
し
た
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
中
野
市
産
キ
ノ
コ
の
加
工
品
の
販
売

や
産
地
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
信
州
み
ゆ
き
の

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み

総
合
力
の
宣
伝
活
動
に
よ
る
販
売
宣
伝

（
Ｊ
Ａ
北
信
州
み
ゆ
き　
ま
る
ご
と
届
け
隊
）

Ｊ
Ａ
北
信
州
み
ゆ
き
で
は
、
地

元
農
産
物
販
売
の
拡
大
を

目
指
し
、
地
域
総
合
力
に
よ
る
宣
伝
活
動

の
実
践
と
、
消
費
地
な
ど
に
お
い
て
北
信

州
み
ゆ
き
産
農
産
物
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す

こ
と
を
目
的
に
、
公
募
に
よ
り
平
成
２３
年

４
月
、「
Ｊ
Ａ
北
信
州
み
ゆ
き
　

ま
る
ご
と
届

け
隊
」が
３５
人
の
隊
員
で
発
足
し
ま
し
た
。

　
各
種
研
修
会
を
開
催
し
、
初
年
度
は
大

都
市
量
販
店
な
ど
を
中
心
に
７２
店
舗
、
延

べ
７５
人
で
、
き
の
こ
を
中
心
と
し
た
試

食
・
も
ぎ
取
り
販
売
宣
伝
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
量
販
店
の
担

当
者
や
実
需
者

か
ら
は
、「
産
地

の
フ
ィ
ー
ル
ド

や
調
理
方
法
な

ど
細
か
な
と
こ

ろ
ま
で
情
報
発

信
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
た
だ
き
、
お
客

さ
ま
も
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。
遠
く
か
ら

大
変
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
長
い
付

き
合
い
を
お
願
い
し
た
い
」
と
大
好
評
。

　
今
年
で
３
年
目
に
入
り
隊
員
数
も
増

え
、
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
な

が
ら
、
総
合
力
に
よ
る
宣
伝
活
動
を
活
発

的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

昨年度　最優秀賞
「もちもち　きのこだんご」
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特集 ナカノノキノコ



ナ
カ
ノ
ノ
キ
ノ
コ
を

食
べ
る

材料（４人分）
米２合、エノキタケ ２００ ｇ、ブナシメジ ２００ ｇ、エリンギ １００ ｇ、
ウインナー４本、タマネギ小 １／２、ニンニク１片、パセリなど
お好みで、オリーブオイルまたはサラダ油大さじ２
＜調味料Ａ＞
水 ４００cc、コンソメ（顆粒）小さじ２、トマトケチャップ大さじ４、
しょうゆ大さじ１、こしょう適量
作り方
①米は軽く洗って水を切る。調味料Ａはボールに入れて混ぜる。
②シメジはほぐし、エノキは３等分の長さに、エリンギは輪切
りにする。タマネギ・ニンニクはみじん切り、ウインナーは薄
く切る。
③フライパンにオリーブオイルとニンニクを入れ中火にかける。
④香りが出てきたらタマネギ・ウインナー・シメジ・エリンギ
を加えて炒める。
⑤④に米を加え軽く炒めたら、調味料 Aを加え全体を軽く混
ぜて上にエノキを散らす。
⑥蓋をして中～強火で５分、弱火にしてグツグツする程度に調
整しながら １３ 分前後炊いて火を止め、全体をざっくり混ぜる。
⑦パセリなどを散らして蓋をし、１０ 分ほど蒸らす。

きのこの簡単パエリア風

キ
ノ
コ
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
い

た
後
は
、
中
野
の
キ
ノ
コ
を
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　
夏
に
お
す
す

め
の
キ
ノ
コ
料

理
を
Ｊ
Ａ
中
野

市
の
竹た

け
う
ち内

清き

よ

み美

さ
ん
に
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し

た
。

きのこと茄子のさっぱりポン酢
（第２０回きのこ料理コンクール全国大会最優秀賞受賞作品）

作り方
①ナスを４～６等分に切り、薄い塩水に入れる。
②長ネギは細く斜め切り、ニンジンは千切り、ニンニク
はみじん切りにする。エノキを半分の長さに切り、シメ
ジはほぐす。エリンギは縦に裂く。
③ささみ肉は筋を取り除いてから斜めに切る。
④フライパンにごま油・ニンニク・唐辛子を入れて中火
にかけ、香りが出てきたら取り出し、皮を下にしてナス
を並べ、蓋をして焼く。
⑤ナスが半透明になったら裏返して焼き、火が通ったら
お皿に盛り付ける。
⑥⑤のフライパンにシメジ・エリンギ・長ネギ・ささみ
肉・④のニンニク・ニンジン・エノキの順に入れて火を通す。
⑦ナスの上に盛ってポン酢をかけ、かいわれなどを散らす。

材料（４人分）
エノキタケ ２００ ｇ、ブナシ
メジ１００ｇ、エリンギ１００ｇ、
長ナス２～３個、ささみ肉
２本、長ネギ １／２、ニンジ
ン小 １／４、ニンニク１片
＜調味料＞
唐辛子（輪
切り）少々、
ごま油大さ
じ３、ポン
酢 醤 油 適
量、かいわ
れなど適量

暑い夏こそ熱い鍋　夏鍋
材料（人数に応じて適量）
エノキタケ、ブナシメジ、バイリング、シイタケ、
豆腐、白菜、ゴボウささがき、油揚げ
＜ぼたんこしょうつみれ＞
鶏のももひき肉、ぼたんこしょうみじん切り、卵、
しょうゆ、みりん、パン粉
＜なべだし＞
だし、しょうゆ、みりん、塩少々
味のポイント
・鶏のももひき肉とぼたんこしょうは同量で。
・ゴボウと油揚げを入れることで味が整います。
・ぼたんこしょうでお好みの辛さに調整してくだ
　さい。

中野市売れる農業推進室　おすすめメニュー

7 広報なかのvol.１別冊
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巨峰
交配種：石原早生×センテニアル
収穫時期：5月上旬～８月下旬（ハウス）
　　　　　９月上旬～ 12 月上旬（露地）

　大粒でアメジストのような光沢があり、たっぷ
りの果汁と強い甘味が特徴で、「ぶどうの王様」と
もいわれています。
　種なしと種ありとがあり、完熟して濃い紫黒色
になったものが食べ頃です。

　

中
野
市
で
は
、
昭
和
28
年
ご
ろ

か
ら
巨
峰
を
中
心
と
し
た
ぶ
ど
う

の
栽
培
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し

た
。

　

年
間
平
均
降
水
量
は
約
８
９
０

㎜
と
全
国
平
均
よ
り
少
な
く
、
年

間
日
照
時
間
が
１
７
０
０
時
間
を

超
え
、
昼
夜
の
気
温
差
が
大
き
い

本
市
は
、
果
樹
栽
培
の
適
地
と
し

て
、
濃
厚
な
味
わ
い
の
ぶ
ど
う
を

生
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ぶ
ど
う

の
作
付
面
積
は
３
３
０
㌶
、
収
穫

量
は
５
２
０
０
㌧
と
、
本
市
は
全

国
で
も
有
数
の
ぶ
ど
う
の
産
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
緑
色
が
美
し
い

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
や
、

長
野
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
ナ
ガ
ノ

パ
ー
プ
ル
」
な
ど
、
種
な
し
で
皮

ご
と
食
べ
ら
れ
る
新
し
い
品
種
の

栽
培
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ぶ
ど
う
の
糖
分
は
、
主
に
ブ
ド

ウ
糖
と
果
糖
で
、
速
効
性
の
あ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
優
れ
て
い

る
た
め
、
朝
食
の
フ
ル
ー
ツ
や
、

ス
ポ
ー
ツ
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給

に
も
適
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
果
皮
に
は
多
く
の
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
が
含
ま
れ
て
お
り
、

中
で
も
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
は
、
視

力
機
能
の
回
復
効
果
や
動
脈
硬

化
・
心
臓
病
の
予
防
が
期
待
で
き
、

レ
ス
ベ
ラ
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
成
分

は
、
ガ
ン
を
抑
制
す
る
作
用
が
あ

る
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

特集
弾ける美

う ま

味さ！
信州中野のおいしい
ぶどう

※
こ
の
特
集
は
平
成
27
年
９
月
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
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シャインマスカット
交配種：安芸津 21 号×白南
収穫時期：７月上旬～８月下旬（ハウス）
　　　　　９月上旬～ 12 月上旬（露地）

　皮ごと食べられる種なしぶどうの中でも、注
目度ナンバー１のぶどうです。
　大粒で甘みが強く、実がしまっていて、マス
カットの香りがします。
　完熟すると黄色味を帯びて甘みが増します。

ピオーネ
交配種：巨峰×カノンホールマスカット
収穫時期：７月上旬～８月下旬（ハウス）
　　　　　９月上旬～ 12 月上旬（露地）

　巨峰と比べ粒が大きく、種なし栽培が主流です。
　食べるとやや酸味があり、さっぱりした甘さと
果汁の多さが特徴です。
　やや赤みがある粒が紫黒色になると食べ頃です。
大粒で張りのある房を選びましょう。

ナガノパープル
交配種：巨峰×リザマート
収穫時期：７月上旬～８月下旬（ハウス）
　　　　　９月上旬～ 11 月上旬（露地）

　大粒で甘みが強い長野県オリジナルのぶどうで、
県内限定で栽培されています。黒系ぶどうでは珍し
い、種がなく皮ごと食べられる期待の品種です。
　実が割れやすいため、細やかな配慮のもとで育て
られています。全体が紫黒色で色回りの良い房がお
すすめです。

クイーンニーナ
交配種：安芸津 20 号×安芸クイーン
収穫時期：７月上旬～８月下旬（ハウス）
　　　　　10 月上旬～ 10 月下旬（露地）

　粒はピオーネよりも大きくなり、香りも良く、
はちみつのような濃厚な甘さがあって食べごた
えのあるぶどうです。
　赤色大粒ぶどうとして今後注目の品種です。

弾ける美味さ！
信州中野のおいしいぶどう

特
集



お
い
し
い
ぶ
ど
う
が
で
き
る
ま
で

　
甘
く
て
果
汁
が

た
っ
ぷ
り
の
お
い
し

い
ぶ
ど
う
は
ど
の
よ

う
に
栽
培
さ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
巨
峰
の
露
地
栽
培

の
様
子
を
、
Ｊ
Ａ
中

野
市
の
営
農
指
導
員

の
方
に
聞
き
ま
し
た
。

おいしいぶどうは、農家の皆さんの努力と愛情の結晶です！

さん武
た け だ

田政
ま さ し

志 （竹原）

わ
が
家
の
ぶ
ど
う
栽
培

　
両
親
と
妻
と
私
の
４
人
で
「
巨

峰
」、「
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
」、「
ピ

オ
ー
ネ
」、「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
」、「
ク
イ
ー
ン
ニ
ー
ナ
」
な
ど

８
種
類
の
ぶ
ど
う
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
わ
が
家
は
元
々
リ
ン
ゴ
な

ど
を
栽
培
す
る
農
家
で
し
た
が
、

祖
父
の
代
か
ら
ぶ
ど
う
の
栽
培
を

始
め
、
私
は
ぶ
ど
う
農
家
と
し
て

は
３
代
目
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
は
「
Ｊ
Ａ
中
野
市
ぶ
ど
う

部
会
」の
部
会
長
を
務
め
て
お
り
、

県
外
へ
ぶ
ど
う
の
セ
ー
ル
ス
に
行

く
機
会
も
多
く
あ
り
ま
す
。
お
客

さ
ん
の
「
お
い
し
い
」
と
い
う
笑

日
本
一
の
産
地
を
目
指
し
て
―
。

味
に
こ
だ
わ
る
信
州
中
野
の
ぶ
ど
う

⑩収穫（９月）：手間暇か
けて育てたぶどうがついに
収穫を迎えます

⑨着色（８月）：巨峰は１
粒ずつ着色が進んでいきま
す

②発芽（４月）：春を迎え、
ぶどうの木から若い新芽が
顔を出します

①剪定（１２ 月～２月上旬）：
枝を切ることにより降雪に
よるぶどう棚の倒壊を防ぎ
ます

顔
を
見
る
と
嬉
し
い
も
の
で
、
来

年
も
良
い
も
の
を
作
ら
な
け
れ
ば

と
い
う
意
欲
が
湧
い
て
き
ま
す
。

中
野
市
の
ぶ
ど
う
の
歴
史

　
本
市
で
本
格
的
に
巨
峰
の
栽
培

が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
28
年
ご
ろ

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぶ
ど
う

と
い
え
ば「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」や「
ナ

イ
ア
ガ
ラ
」が
主
流
だ
っ
た
当
時
、

大
粒
で
味
が
抜
群
に
良
い「
巨
峰
」

が
登
場
し
ま
し
た
。
当
初
は
栽
培

が
難
し
く
安
定
し
た
生
産
が
で
き

な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
次
第
に

栽
培
技
術
が
発
達
し
、
安
定
生
産

が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
栽
培
農

家
が
増
え
、
中
野
市
は
日
本
有
数

の
巨
峰
の
産
地
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
5
月
に
出
荷
す
る

超
加
温
栽
培
、
６
～
８
月
に
出
荷

す
る
加
温
・
無
加
温
栽
培
、
９
～

11
月
に
出
荷
す
る
露
地
栽
培
、
11

月
に
出
荷
す
る
抑
制
栽
培
、
12
～

１
月
に
出
荷
す
る
冷
蔵
出
荷
と
、

5
月
か
ら
翌
年
１
月
ま
で
の
長
期

間
に
わ
た
り
、
味
に
こ
だ
わ
っ
た

ぶ
ど
う
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

仲
間
と
の
支
え
合
い

　
地
域
の
ぶ
ど
う
農
家
に
は
、
産

地
の
歴
史
を
築
い
て
き
た
先
輩
方

だ
け
で
な
く
、
若
い
後
継
者
が

入
っ
て
き
て
活
気
が
あ
り
、
と
て

も
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
畑
で
栽
培
技
術
の
話
を
し
た

り
、
お
互
い
の
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー

ル
を
張
る
作
業
を
し
た
り
し
て
、

仲
間
同
士
支
え
合
っ
て
ぶ
ど
う
栽

培
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
こ
と

で
す
が
、
突
風
で
ハ
ウ
ス
の
ビ

ニ
ー
ル
が
捲
れ
上
が
っ
て
し
ま
っ

た
と
き
に
、
園
主
が
不
在
に
も
か

か
わ
ら
ず
近
所
の
仲
間
た
ち
が
集

ま
っ
て
直
し
て
く
れ
た
と
い
う
出

来
事
も
あ
り
ま
し
た
。

中
野
の
ぶ
ど
う
を
全
国
へ

　
地
元
で
採
れ
た
新
鮮
で
お
い
し

い
ぶ
ど
う
を
「
お
つ
か
い
も
の
」

な
ど
に
使
っ
て
い
た
だ
き
、「
信

州
中
野
の
ぶ
ど
う
」
を
自
慢
の
逸

品
と
し
て
皆
さ
ん
に
も
宣
伝
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

弾ける美味さ！
信州中野のおいしいぶどう

特
集

▲ＪＡ中野市でぶどう
の営農指導員を務める
清
し み ず

水達
た つ や

哉さん

信
州
中
野
発
！
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種
無
し
で
皮
ご
と
食
べ
ら
れ
て
、
う
ま
い
―
。

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
革
命
だ
ね

わ
が
家
の
ぶ
ど
う
栽
培

　
両
親
と
私
の
３
人
で
「
巨
峰
」、

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」、「
ナ

ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
」
な
ど
６
種
類
の

ぶ
ど
う
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
会

社
勤
め
を
し
て
い
た
時
に
、
わ
が

家
の
ぶ
ど
う
を
取
引
先
の
方
に

送
っ
た
と
こ
ろ
、
と
て
も
お
い
し

い
と
想
像
以
上
に
喜
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。
幼
い
と
き
か
ら
近
く
に

あ
っ
て
当
た
り
前
だ
っ
た
ぶ
ど
う

の
魅
力
と
、
両
親
の
仕
事
の
素
晴

ら
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
、
就

農
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
6
月
か
ら
の
房
作
り
の
時
期
は
、

朝
４
時
に
起
き
て
暗
く
な
る
ま
で

武
た け だ

田　貴
たかし

さん（竹原）

③芽かき（５月）：樹勢を
調整するため、状態の良い
新芽を残し、ほかの新芽を
落とします

⑧袋掛け（７月）：鳥や虫、
獣に食べられないように袋
を掛けます

④房切り（５月）：花穂の
上段を取り除き、穂先を摘
んでぶどうの房の形を作り
ます

⑤開花（６月）：粒の先端
が弾けて花が咲き、自家受
粉します

⑦摘
てきりゅう

粒（６月）：１房あた
りの粒の数を調整し、不要
な粒を落とします

畑
で
作
業
す
る
日
が
３
週
間
以
上

続
き
ま
す
。
そ
ん
な
大
変
な
時
期

も
あ
り
ま
す
が
、
秋
に
収
穫
を
迎

え
、
思
い
描
い
て
い
た
と
お
り
の

ぶ
ど
う
が
出
来
た
と
き
の
喜
び
は

何
事
に
も
代
え
が
た
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
自
分
で
食
べ
て
お
い
し
い
と
思

う
も
の
を
皆
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら

い
た
い
の
で
、
味
に
は
特
に
こ
だ

わ
っ
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。

日
本
一
の
産
地
を
目
指
し
て

　
こ
れ
か
ら
の
イ・

チ・

オ・

シ・

は
何
と

言
っ
て
も
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
」
で
し
ょ
う
。
種
な
し
で
皮
ご

と
食
べ
ら
れ
て
食
感
が
良
く
、
ス

ト
レ
ー
ト
に
甘
い
―
。
初
め
て
食

べ
た
と
き
は
本
当
に
衝
撃
的
で
、

自
分
で
も
早
く
作
り
た
い
と
思
っ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
地
域
の

ぶ
ど
う
農
家
の
中
で
も
「
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
を
作
る
仲
間
が

増
え
て
き
て
、
栽
培
技
術
な
ど
を

教
え
合
い
な
が
ら
、
日
本
一
の
産

地
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

新
鮮
な
ぶ
ど
う
の
見
分
け
方

　
ど
の
ぶ
ど
う
も
、
軸
が
緑
色
で

し
っ
か
り
し
た
も
の
が
新
鮮
で

す
。
ま
た
、
ぶ
ど
う
の
表
面
に
つ

い
て
い
る
白
い
粉
を
農
薬
な
ど
と

勘
違
い
し
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、そ
れ
は「
ブ
ル
ー

ム
」
と
い
う
ぶ
ど
う
自
体
が
作
り

出
す
ロ
ウ
物
質
で
す
。
水
分
の
蒸

発
を
防
ぐ
な
ど
の
働
き
が
あ
り
、

新
鮮
な
証
拠
で
す
。

お
い
し
い
食
べ
方
　

　
ぶ
ど
う
は
先
端
よ
り
肩
の
方
が

甘
い
の
で
、
食
べ
る
時
は
先
端
か

ら
食
べ
て
い
く
と
最
後
ま
で
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
果

実
を
そ
の
ま
ま
冷
凍
庫
に
入
れ
て

凍
ら
せ
て
食
べ
た
り
、
凍
っ
た
果

実
を
ス
ム
ー
ジ
ー
に
す
る
の
も
オ

ス
ス
メ
で
す
。
ほ
か
に
も
、
炭
酸

水
に
ぶ
ど
う
を
一
日
ほ
ど
漬
け
て

お
く
と
、
ぶ
ど
う
が
炭
酸
を
吸
っ

て
シ
ュ
ワ
シ
ュ
ワ
と
し
た
食
感
に

な
り
、
ワ
イ
ン
の
お
つ
ま
み
に

ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

⑥幼果（６月）：結実して、
パチンコ玉程度の「ぶどう
の赤ちゃん」が誕生します

弾ける美味さ！
信州中野のおいしいぶどう

特
集
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市内一本木の小
お た ぎ り

田切健
た け お

男さん（故人）が育成
し、平成５年に品種登録されました。９月下
旬から食べられるリンゴで、全面が濃い赤色
になり、甘味と酸味のバランスが良く、果汁
たっぷりでシャキシャキとした固めの歯ごた
えがあるリンゴです。「りんご３
兄弟」の中では最も早く出荷が始
まり、リンゴの表面にボツボツと
した果点が現れるのが特徴です。

リンゴの代表品種で、寒さが厳しくなってき
た １１ 月上旬から食べられるリンゴです。赤
く着色し味が濃く、果汁たっぷりで日持ちが
良いので贈答用にも喜ばれるリンゴです。本
市はリンゴに袋をかけず太陽の光を十分に浴
びた「サンふじ」の栽培が
主流で、蜜がたっぷり入っ
た濃厚な味のおいしいリン
ゴに仕上がります。

信
州
中
野
の
お
い
し
い
リ
ン
ゴ

　
秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
、
一
斉
に

収
穫
の
時
期
を
迎
え
る
リ
ン
ゴ
―
。

　
甘
味
や
酸
味
と
と
も
に
シ
ャ
キ

シ
ャ
キ
の
歯
ご
た
え
が
味
わ
え
る「
お

い
し
い
リ
ン
ゴ
」
が
、
こ
こ
中
野
市

に
は
あ
り
ま
す
。

　
今
年
も
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た

リ
ン
ゴ
は
、「
お
い
し
く
な
っ
た
よ
」

と
、
自
ら
の
頬
を
赤
く
染
め
ま
す
―
。

　

本
市
は
、
年
平
均
気
温
が
１２
℃

前
後
で
、
年
平
均
降
水
量
は
約

１
０
０
０
㎜
と
全
国
平
均
よ
り
少

な
く
、
年
間
１
７
０
０
時
間
以
上

の
日
照
と
昼
夜
の
温
度
差
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、
果
樹
栽
培
の
適
地

と
し
て
濃
厚
な
味
の
リ
ン
ゴ
を
生

ん
で
い
ま
す
。

　

リ
ン
ゴ
の
作
付
面
積
は
約

５
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
収
穫
量
は

１
７
０
０
０
㌧
と
県
下
で
も
有
数

の
リ
ン
ゴ
産
地
で
あ
り
、
種
別
は

「
ふ
じ
」
の
無
袋
栽
培
が
大
半
を

占
め
、
食
味
重
視
の
リ
ン
ゴ
を
生

産
し
て
い
る
ほ
か
、「
り
ん
ご
３

兄
弟
（
※
２
）」
と
呼
ば
れ
る
「
秋

映
」「
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
」「
シ
ナ

ノ
ゴ
ー
ル
ド
」
の
生
産
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

リ
ン
ゴ
に
は
「
１
日
１
個
の
リ

ン
ゴ
は
医
者
い
ら
ず
」
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
栄
養
価
が
あ
り
、
食
物
の

消
化
、
吸
収
、
燃
焼
を
助
け
る
カ

リ
ウ
ム
、
ペ
ク
チ
ン
、
リ
ン
ゴ
酸
、

ビ
タ
ミ
ン
を
多
く
含
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
リ
ン
ゴ
の
皮
は
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
が
豊
富
に
含
ま
れ
、

皮
ご
と
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
果

物
の
一
つ
で
す
。

　

本
格
的
な
秋
を
迎
え
、
今
が
一

番
旬
な
中
野
市
産
リ
ン
ゴ
を
知

り
、
お
い
し
く
体
に
良
い
、
リ
ン

ゴ
の
魅
力
を
味
わ
い
尽
く
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

交配種：つがる×千秋
収穫時期：９月下旬～ 10月上旬

秋映

交配種：国光×デリシャス
収穫時期：11 月上旬～ 12 月上旬

ふじ

▲◀おいしいリンゴ
ができるまでには、
数多くの手間暇がか
けられています。
㊤２月～３月、剪定／
㊥６月、摘果／㊦９月
～ 10月、葉摘み

信
州
中
野
の
リ
ン
ゴ
を
知
る

※１

※１
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。



アメリカ合衆国原産のリンゴで、日本には明治
時代の初めに入ってきました。名前の通り濃い
紅色と酸味が強いのが特徴です。煮込んでも煮
崩れしにくい肉質をしており、酸味がしっかり
として香りがいきいきとし
ていることから、現在でも
タルトやアップルパイなど
料理、加工用に根強い人気
を誇ります。 

長野県で生まれ、10 月上旬から食べられる赤
くて甘いリンゴです。「りんご３兄弟」の中で
は最も生産量が多く、秋映の次に出荷が始まり
ます。果汁たっぷりで酸味が少ないため、より
一層甘みが際立つ、名前の
通りスイートなリンゴです。
リンゴの酸味はちょっと苦
手と言う方にもお勧めの一
品です。 

長野県で生まれ、１０ 月の中旬から食べられる
黄色いリンゴです。「りんご３兄弟」では最後
に出荷され、酸味と甘味のバランスが良くお菓
子作りにも向いています。果色の黄色が濃くな
ると甘味が強くなり、貯蔵性が良いため、長期
間おいしく食べることができ
ます。色の美しさと味は海外
でも認められ、イタリアでの
生産も始まりました。

交配種：ふじ×つがる
収穫時期：10月上旬～下旬

アメリカ合衆国が原産
収穫時期：９月中旬～ 10 月中旬

交配種：ゴールデンデリシャス×千秋
収穫時期：10月中旬～ 11月中旬

種　類 ９月 10月 11 月 12 月
上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

秋映
ふじ（サンふじ）
シナノスイート
シナノゴールド

紅玉

市内のリンゴ出荷予定時期一覧表

※
２ 「
り
ん
ご
３
兄
弟
」
は
全
国
農
業
組
合
連
合
会
の
登
録
商
標
で
す

シナノスイート

シナノゴールド

紅玉

※１

※１

※
１ 

写
真
提
供
：
長
野
県
農
政
部
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＜我が家のこだわり＞

　
家
族
３
人
が
主
体
と
な
っ
て

「
ふ
じ
」、「
秋
映
」、「
シ
ナ
ノ
ス

イ
ー
ト
」、「
つ
が
る
」、「
シ
ナ
ノ

ド
ル
チ
ェ
」
の
ほ
か
、
自
然
災
害

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
収
穫
時

期
を
ず
ら
し
た
桃
や
プ
ラ
ム
、
梨

な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
親
の
代
か
ら
リ
ン
ゴ
栽
培
を
し

て
お
り
、
土
地
を
受
け
継
い
で
19

年
に
な
り
ま
す
が
、
ふ
じ
の
栽
培

は
特
に
難
し
く
、
悩
む
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
の
リ
ン

ゴ
農
家
の
仲
間
を
通
じ
て
、
剪
定

な
ど
作
業
方
法
を
常
に
勉
強
し
合

い
、
仲
間
同
士
で
技
術
力
の
向
上

シナノドルチェ

神
か ん だ

田茂
し げ さ だ

貞さん（上今井）

手
を
掛
け
れ
ば
掛
け
る
ほ
ど
、

お
い
し
く
な
っ
て
返
っ
て
く
る
ん
だ
よ

全ては整枝剪定から始まっ
ていると思うので、良い枝を
選び、良い花芽を残し、そう
やって良いものだけを選ん
で出荷しています。また、新
しい品種を入れるのではな
く、園内で色付や味の良い木
があれば、接ぎ木など行い、
園内で選抜して「より良い物
を残していること」もこだわ
りかもしれません。

信州中野のおいしいリンゴ

に
励
ん
で
い
る
た
め
、
意
欲
を
高

く
し
て
楽
し
く
作
業
し
て
い
ま
す
。

　
リ
ン
ゴ
の
食
べ
方
と
し
て
は
、

畑
で
「
も
ぎ
た
て
」
を
食
べ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
、
本
来
の
味
以
上

に
お
い
し
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
方
法
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

育
て
る
土
地
に
よ
っ
て
味
が
変
わ

る
楽
し
み
が

あ
る
の
で
、

ぜ
ひ
リ
ン
ゴ

の
園
地
に
遊

び
に
来
て
い

た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
主
に
夫
婦
２
人
で「
ふ
じ
」、「
秋

映
」、「
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
」、「
つ

が
る
」
の
ほ
か
「
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル

ド
」
や
「
シ
ナ
ノ
ピ
ッ
コ
ロ
」
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
リ
ン
ゴ

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
高
校
の
先
生
の
勧
め
で
、
卒
業

後
に
山
形
県
神
町
リ
ン
ゴ
研
究
所

の
故
須す

ど

う藤
明あ

き
ら

先
生
の
も
と
で
栽
培

技
術
を
学
び
ま
し
た
。
須
藤
先
生

に
は
栽
培
技
術
だ
け
で
な
く
、
人

と
し
て
の
生
き
方
な
ど
、
今
の
自

分
の
基
礎
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、

現
在
ま
で
約
50
年
間
、
こ
の
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

シナノピッコロ

荻
お ぎ わ ら

原安
や す じ

治さん（越）

　
リ
ン
ゴ
を

通
じ
て
地
域

の
方
や
恩
師

な
ど
色
ん
な

人
と
出
会
う

こ
と
が
で
き

た
ま
し
た
。
リ
ン
ゴ
栽
培
に
つ
い

て
は
、
私
自
身
、
リ
ン
ゴ
が
心
か

ら
大
好
き
な
の
で
、
苦
に
な
っ
た

こ
と
は
な
い
ん
で
す
よ
。

　
果
物
の
「
旬
」
は
１０
日
ほ
ど
し

か
な
い
の
で
、
果
物
の
産
地
に
い

る
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
、
新
鮮
な

取
れ
た
て
の
リ
ン
ゴ
を
た
く
さ
ん

食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

リ
ン
ゴ
と
一
緒
に
い
る
こ
と
―
。

そ
れ
が
何
よ
り
も
幸
せ
な
こ
と
な
ん
で
す

＜我が家のこだわり＞
現在、通常より収穫時期を遅くすることで、蜜
が多く入った「冠雪ふじ」の栽培に取り組んで
います。冠雪ふじと認められるためには化学肥
料を使わないなど、栽培方法にも条件があるの
で、まさにこだわりの一品だと思います。

奥さん曰く、「採算性より何より、ただ本当に
リンゴが大好きな人なのよ」とのこと

インタビュー×農家の皆さん

我
が家の旬

▲作業小屋の脇には受粉
用にツツハナ蜂の巣が

我が
家の旬

▲リンゴ園からは中野
市街地が一望できます
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夫
は
、
県
の
果
樹
研
究
会
に
入

っ
て
お
り
、
昭
和
５6
年
に
会
員
自

ら
が
新
品
種
の
育
成
を
一
坪
程
度

の
園
地
か
ら
育
成
し
て
み
よ
う
と

い
う
「
実
生
一
坪
運
動
」
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
、
新
品
種
の
作
成

を
始
め
ま
し
た
。

　
当
時
は
、「
早
生
の
つ
が
る
」、

「
晩
成
の
ふ
じ
」
と
い
っ
て
、
そ

の
中
間
の
リ
ン
ゴ
が
な
く
、
味
は

抜
群
に
良
い
が
作
る
の
が
難
し
い

「
千
秋
」
と
、色
・
形
共
に
良
い
「
つ

が
る
」
が
自
宅
の
畑
に
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
良
い
部
分
を
混
ぜ
れ
ば

素
晴
ら
し
い
リ
ン
ゴ
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
、
全
て
夫
が

独
学
で
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
千
秋
と
つ
が
る
を
受
粉
を
さ
せ

る
と
、
他
の
品
種
が
混
ざ
ら
な
い

よ
う
に
す
ぐ
に
袋
が
け
す
る
な
ど

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
育
成
し
て

い
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
リ
ン

ゴ
一
個
か
ら
は
７
粒
程
度
し
か
種

が
取
れ
ず
、
次
の
年
に
プ
ラ
ン
タ

ー
に
ま
く
際
に
は
１
０
０
粒
ほ
ど

の
種
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
育
成
を
進
め
た
も
の
の
、
芽
が

出
な
い
物
も
あ
り
、
出
た
物
は
選

抜
し
た
上
で
、
８０
カ
所
に
高
継
ぎ

し
、
７
年
の
歳
月
を
経
て
、
昭
和

63
年
に
初
め
て
結
実
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
初
め
て
リ
ン
ゴ
が

結
実
し
た
時
は
、
毎
日
の
よ
う
に

夫
が
リ
ン
ゴ
畑
へ
足
を
運
び
、「
リ

ン
ゴ
に
色
が
入
っ
て
き
た
」
な
ど

嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
５
年
に
や
っ
と
種
苗
登
録

が
で
き
た
際
に
は
、「
千
秋
よ
り

も
よ
り
良
く
、
高
社
山
の
麓
」
と

い
う
意
味
か
ら
名
称
を
「
高こ

う
し
ゅ
う秋

」

と
申
請
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
先

に
ほ
か
の
商
品
で
登
録
さ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
夫
が
秋
の
紅
葉
が

き
れ
い
な
志
賀
の
山
を
見
て
い
て

思
い
つ
い
た
「
色
づ
き
よ
く
、
秋

の
空
に
映
え
る
」
と
い
う
意
味
を

込
め
た
「
秋
映
」
と
い
う
名
前
に

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
秋
映
が
種
苗
登
録
さ
れ

た
と
き
、
ま
だ
ど
ん
な
リ
ン
ゴ
が

で
き
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
に
も

関
わ
ら
ず
、
交
友
関
係
の
あ
る
農

家
の
皆
さ
ん
が
率
先
し
て
栽
培
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
広
く
秋

映
が
周
知
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
夫
の
人

柄
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
皆
さ
ん
に
支
え
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
で
す
。

　
夫
は
、
秋
映
が
広
く
認
知
さ
れ

る
直
前
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

た
め
、
現
在
の
状
況
を
伝
え
ら
れ

な
い
の
が
と
て
も
残
念
で
す
が
、

土
を
耕
し
、
苗
を
育
て
、
花
を
咲

か
せ
て
、
実
を
付
け
る
―
。
ま
る

で
人
生
そ
の
も
の
の
よ
う
な
大
好

き
な
リ
ン
ゴ
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
幸
せ
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
生
前
、「
い
ろ
ん
な
人
に
作
っ

て
も
ら
っ
て
、
色
ん
な
人
に
食
べ

て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
の
が
口

癖
だ
っ
た
の
で
、
栽
培
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
方
や
食
べ
て
い
た
だ

い
て
い
る
方
に
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
伝
え
た
い
で
す
。

　
秋
映
は
そ
の
ま
ま
食
べ
て
も
お

い
し
い
で
す
が
、
ジ
ュ
ー
ス
に
し

て
、
そ
こ
に
紅
茶
を
入
れ
る
と
果

汁
１
０
０
％
の
ア
ッ
プ
ル
テ
ィ
ー

に
な
っ
て
お
勧
め
で
す
。
食
べ
方

は
自
由
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ん
に
秋
映
を
食
べ
続
け
て
い
た

だ
く
こ
と
が
私
た
ち
夫
婦
の
幸
せ

で
す
。

作
っ
て
い
た
だ
く
方
、
食
べ
て
い
た
だ
く
方

全
て
の
方
へ
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

秋
映
に
関
わ
る
全
て
の
皆
さ
ん

に
伝
え
た
い
こ
と

人
一
倍
の
努
力
家
が
、
独
学
で

作
り
上
げ
た
リ
ン
ゴ
「
秋
映
」

▲結実初めごろの秋映

◀たわわに実っ
た秋映の前、健
男さんと知江さ
ん二人揃って。

信州中野のおいしいリンゴ

秋映

小
お た ぎ り

田切知
と も え

江さん （一本木）

インタビュー×「秋映」の産みの親

小
お た ぎ り

田切健
た け お

男さん（故人）の妻

▲今年も真っ赤に色付き収穫時期を
迎えた「秋映」が秋の空に映えます

我
が家の誇り
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ふるふるリンゴサイダー
材料（4人分）
果汁 100％リンゴジュース　400ml、砂糖　大さじ
１、サイダー　680ml、りんご　少々
＜調味料A＞粉ゼラチン　５ｇ、水　大さじ２
作り方
①耐熱の器に、Aを入れさっと混ぜ、10 分程ふ
やかす。
②鍋にジュース、砂糖を入れひと煮立ちさせ、
煮立ったら火を消す。
③①でふやかしたゼラチンをレンジで 20 秒加熱
し、②の鍋に入れる。
④③で作った液をタッパーに入れ、冷蔵庫で固
める。
⑤固まったゼリーをフォークで崩してグラスに
入れ、サイダーを注ぐ。
⑥みじん切りしたリンゴを入れる。

「
秋
映
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
が
で
き
る
ま
で

　
故
小
田
切
健
男
さ
ん
の
功
績
を
後
世
に

伝
え
よ
う
と
、
平
成
26
年
10
月
11
日
に
一

本
木
公
園
で
秋
の
バ
ラ
ま
つ
り
開
会
式
に

併
せ
、
秋
映
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
級
生
の
皆
さ
ん
で

作
る
「
秋
映
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
建
碑
実
行
委

員
会
」
の
代
表
で
あ
る
山や

ま

だ田
益ま

す

お夫
さ
ん
か

ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
中
学
校
の
担
任
で
あ
っ
た

新あ

ら

い井
登の

ぼ
る

先
生
か
ら
同
窓
会
の
際
に
「
同
級

生
で
何
か
残
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
」
と

提
案
が
あ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。
中
学
校
の
ほ
か
小
学
校
の
同
窓

会
で
も
同
意
を
得
て
、
晴
れ
て
実
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
松
本

市
で
石
材
店
を
営
む
彫
刻
家
の
伊い

と

う藤
博ひ

ろ
と
し敏

さ
ん
に
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、
副
代
表
を
務
め
る
蟻あ

り
か
わ川
通み

ち

よ代

さ
ん
が
知
り
合
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き

な
原
動
力
と
な
り
、
実
現
の
た
め
に
と
て

も
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
小

学
校
時
代
の
同
級
生
で
洋
画
家
の
桜さ

く
ら
だ田

晴は
る
よ
し義

さ
ん
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
表
面
の
「
秋

映
」
の
文
字
を
揮
ご
う
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
っ
と

い
う
間
に
決
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
小
田
切
さ
ん
は
本
当
に
研
究
熱
心
な
方

で
し
た
が
、同
級
会
な
ど
に
も
顔
を
出
し
、

明
る
く
、と
て
も
ほ
が
ら
か
な
人
で
し
た
。

そ
ん
な
人
柄
も
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
皆
さ

ん
か
ら
多
く
の
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

信州中野のおいしいリンゴ

故小田切健男さんの功績を後世に × モニュメント

皆
さ
ん
へ
伝
え
た
い
こ
と

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
、
立
派
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
作
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
私
た
ち
の
学
び
舎
で
あ
る
旧

中
野
小
学
校
の
前
に
立
つ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
見
る
こ
と
で
、
中
野
市
の
こ
の
地
で
秋

映
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
皆
さ
ん
に
も
忘
れ

な
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

曲線状の段は積み重ねた努力をイメージし、ハー
トの形を連想させるフォルムからは人の心の重な
り合いから誕生してきたことが表現されています。

記念碑のデザイン

リンゴの形をし
た穴からは背景
のリンゴの木と
旧中野小学校舎
を覗くことがで
きます。

▲完成予想（合成写真）

アダルトなタルト
材料（20㎝型）
＜フィリング（中身 A）＞りんご　５個、砂糖　50 ｇ、インス
タントコーヒー　大さじ３、バター　10 ｇ
＜生地（B）＞薄力粉　180 ｇ、バター　100 ｇ、砂糖　大さじ１
＜型用（C）＞バター　適量、薄力粉　適量
作り方
①オーブンを 180℃に予熱しておく
②リンゴは皮をむき８等分にし、５㎜程の厚さに切る。
③熱したフライパンにAのバターを入れ、リンゴ、砂糖、コ
ーヒーを入れ煮詰める。
④ Bの薄力粉、砂糖をボウルに入れ、細かく切ったバターを
加え、手をすり合わせるようになじませてまとめる。
⑤型にCのバターを塗り、薄力粉をふった後、余分な粉を払う。
④を４分の１残し、指で伸ばしながら敷き詰める。
⑥冷ました③のリンゴを型に入れ、残した生地をそぼろ状に
して上から振り掛け、オーブンで 30 分焼き上げる。

信州中野のおいしいリンゴ × おいしく食べる

きのこ・フルーツ料理コンクール入選作品
2013我が家の料理大集合

きのこ・フルーツ料理コンクール最優秀賞作品
2008我が家の料理大集合
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中
野
の
特
産
品
に

果
肉
が
赤
い
リ
ン
ゴ
を

　
市
内
で
リ
ン
ゴ
や
桃
を
栽
培
し
な
が

ら
、
新
品
種
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る

果
樹
農
家
、
吉
家
一
雄
さ
ん
。

　
果
肉
が
赤
い
リ
ン
ゴ
５
品
種
を
独
自
に

育
種
し
、
昨
年
、
農
林
水
産
省
に
品
種
登

録
を
出
願
し
て
受
理
さ
れ
た
吉
家
さ
ん
に

今
回
は
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

○
新
品
種
の
育
種
に
取
り
組
ん
だ

　
き
っ
か
け

　
23
年
前
に
「
王
林
」
の
木
か
ら
、
突
然

変
異
で
黄
金
色
の
リ
ン
ゴ
が
一
つ
だ
け

実
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
た
か
い
こ
が
ね
」

と
し
て
品
種
登
録
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
偶
然
で
す
が
、
実
際
に
新
し
い
品
種
が

自
分
の
畑
で
生
ま
れ
た
の
を
目
の
当
た
り

に
し
、
そ
れ
か
ら
新
品
種
の
育
種
に
積
極

的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
果
肉
が
赤
い
リ
ン
ゴ

　
農
業
大
学
校
時
代
に
、
観
賞
用
の
果
肉

が
赤
い
リ
ン
ゴ
を
目
に
し
、
割
っ
た
と
き

の
き
れ
い
な
赤
色
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
魅
力

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
果
肉
が
赤
い
リ
ン
ゴ
で
食
味

が
良
い
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
流
通
し
て
お

ら
ず
、
そ
れ
な
ら
自
分
が
作
ろ
う
と
考
え

た
の
で
す
。

　
観
賞
用
や
加
工
用
の
果
肉
が
赤
い
品
種

の
苗
木
を
取
り
寄
せ
、
長
い
時
間
を
か
け

て
こ
つ
こ
つ
と
育
種
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
今
回
つ
い
に
、
着
色
と
風
味

が
良
く
、
食
味
も
良
い
品
種
が
生
ま
れ
た

の
で
す
。（
５
品
種
の
紹
介
は
右
図
参
照
）

○
育
種
の
魅
力

　
一
つ
の
リ
ン
ゴ
の
種
か
ら
は
、
全
て
違

う
特
色
を
持
っ
た
リ
ン
ゴ
が
な
る
た
め
、

や
っ
て
み
な
い
と
何
が
出
来
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
宝
く
じ
の
よ
う
に
わ
く
わ
く
し

て
、
と
て
も
夢
が
あ
り
ま
す
。
結
果
が
出

る
ま
で
早
く
て
も
５
年
は
か
か
り
、
す
ぐ

に
結
果
が
出
な
い
か
ら
こ
そ
楽
し
い
と
感

じ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

○
今
後
の
抱
負

　
今
回
の
５
品
種
も
か
な
り
良
い
も
の
で

す
が
、
私
に
と
っ
て
は
、
あ
く
ま
で
一
つ

中野のチカラキラ
リ

の
通
過
点
で
あ
り
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
の
髙

い
も
の
を
求
め
て
、
育
種
を
続
け
て
い
ま

す
。

　
い
つ
の
日
か
「
ふ
じ
」
や
「
つ
が
る
」

の
よ
う
に
、
名
前
を
聞
い
た
だ
け
で
リ
ン

ゴ
だ
と
分
か
る
メ
ジ
ャ
ー
な
品
種
を
作
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
○
市
民
の
皆
さ
ん
へ
一
言

　
果
肉
が
赤
い
加
工
用
の
リ
ン
ゴ
は
、
日

本
各
地
で
ご
当
地
品
種
と
し
て
、
地
域
お

こ
し
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
な
か
の
の
き
ら
め
き
」
は
市
内
の
農
家

さ
ん
に
栽
培
を
限
定
す
る
予
定
で
す
。
農

商
工
連
携
で
「
な
か
の
の
き
ら
め
き
」
を

使
っ
た
加
工
品
な
ど
を
作
っ
て
特
産
化
し
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
中
野
市
発
の
「
果
肉
が
赤
い
リ

ン
ゴ
の
輪
」
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【厚貝】吉
よ し い え

家 一
か ず お

雄 さん

別冊版 （No.1）

▼いろどり

▼なかののきらめき

▼なかの真
し ん く

紅

▼炎
え ん ぶ

舞

▼ムーンルージュ

【紅玉×ピンクパール】
果皮と果肉がともに
鮮やかな赤で、酸味
が強く、加工向き。
下の４品種の親。
市内限定栽培予定。

【いろどり×王林】
果肉の着色が鮮やか
で、風味も良好。酸
味が強く、加工向き。
市内限定栽培予定。

【いろどり×ふじ】
果肉の鮮やかな紅色
が特徴。食味が良好
で、生食用として全
国展開へ。

【いろどり×ふじ】
果肉の燃えるような
赤が特徴。食味が良
好で、生食用として
全国展開へ。

【いろどり×ふじ】
食味が良好で、蜜も
入る。保存も効くた
め、ふじとセットで
贈答用にも。生食用
として全国展開へ。
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江
戸
時
代
に
は
「
年ね

ん

ぐ貢
制
度
」、
今
で
い

う
「
税
制
度
」
が
存
在
し
ま
し
た
。
周
辺
を

山
に
囲
ま
れ
た
信し

な
の
の
く
に

濃
国
で
は
、
江
戸
や
大
坂

な
ど
に
米
を
移
送
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ

た
た
め
、
幕
府
領
で
は
江
戸
時
代
の
初
期
か

ら
、
年
貢
は
米
な
ど
の
現げ

ん
ぶ
つ
の
う

物
納
で
は
な
く
、

現
金
を
納
め
る
金き

ん
の
う納

（
石こ

く
だ
い
の
う

代
納
）
と
し
て
い

ま
し
た
。
幕
府
領
で
あ
っ
た
中
野
地
域
も
例

外
で
は
な
く
、
年
貢
を
納
め
る
た
め
に
は
、

米
な
ど
を
売
っ
て
現
金
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
飯
山
藩
領
で
あ
っ
た
豊
田

地
域
も
、
納
入
さ
れ
た
年
貢
米
の
多
く
は
地

元
で
売
り
払
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

信
州
中
野
の
酒

江
戸
時
代
の
年
貢
制
度

　
江
部
に
あ
る
山
田
家
な
ど
の
地
主
・
豪
農

層
は
、
こ
う
し
た
米
を
買
い
入
れ
て
飯は

ん
ま
い米

と

し
て
販
売
す
る
ほ
か
、
大
量
に
米
を
消
費
す

る
酒
造
を
行
い
ま
し
た
。
凶
作
の
年
は
米
を

つ
ぶ
す
酒
造
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
ま
し
た

が
、
豊
作
の
年
は
酒し

ゅ
ぞ
う
か
ぶ

造
株
を
持
た
な
く
て
も

勝か
っ
て
づ
く

手
造
り
が
許
さ
れ
る
な
ど
、
米
が
経
済
の

基
軸
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
北
信

地
域
の
酒
造
は
地
域
経
済
の
循
環
に
欠
か
せ

な
い
産
業
で
し
た
。

酒
造
り
が
行
わ
れ
た
背
景

　
江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
、
先
祖
の

祭さ

い

し祀
、
婚こ

ん

ぎ儀
な
ど「
家
」に
ま
つ
わ
る
儀
式
が

重
み
を
増
し
、
儀
式
の
際
に
は
、
酒
宴
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
村
の
寄よ

り
あ
い合

や
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
成
立
と

酒
文
化
の
繁
栄

信
州
中
野
に
は

故
郷
の
原
風
景
と
歴
史
と
文
化

そ
し
て

『
旨
い
酒
』
が
あ
り
ま
す

特
集
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※
こ
の
特
集
は
平
成
25
年
11
月
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。



祭
り
な
ど
が
盛
ん
に
な
り
、
中
野
地
域
で

は
、
元げ

ん
ろ
く禄
１０
年（
１
６
９
７
年
）か
ら
天て

ん
め
い明
８

年（
１
７
８
８
年
）ま
で
の
約
９０
年
間
で
酒
造

量
が
倍
増
し
て
い
ま
す
。
酒
の
消
費
量
が
増

え
る
に
つ
れ
、
消
費
者
の
動
向
を
見
込
ん
だ

本
格
的
な
酒
造
業
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
山
田
家
の
資
料
に
よ
る
と
、
市
内
で
は
数

カ
村
ご
と
に
小
規
模
な
酒
造
り
が
行
わ
れ
て

お
り
、
中
野
地
域
で
は
、
夜
間
瀬
川
扇
状
地

一
帯
に
、
多
く
の
酒
造
家
が
活
動
を
展
開

し
、
明
治
元
年（
１
８
６
８
年
）に
は
１６
軒
が

酒
造
り
を
行
っ
て
い
た
と
の
記
録
が
残
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
豊
田
地
域
で
は
、
天て

ん
め
い明

８

年（
１
７
８
８
年
）に
３
軒
が
酒
造
り
を
行
っ

て
い
た
と
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

信
州
中
野
と
酒

　
明
治
時
代
に
入
る
と
、
交
通
網
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
都
市
圏
へ
の
流
通
が
可
能
に
な

る
と
、
酒
造
り
も
企
業
化
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
市
内
で
酒
造
業
を
営
む
者
も
減
少
し
て

い
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
市
内
で
は
４
つ
の
酒
蔵
と
１
つ
の

ワ
イ
ナ
リ
ー
が
、
中
野
の
気
候
風
土
を
生
か

し
、
伝
統
と
品
質
に
こ
だ
わ
っ
た
酒
造
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。各
社
の
特
徴
は
違
っ
て
も
、

共
通
し
て
い
る
の
は
『
旨
い
酒
を
造
る
』
こ

と
。
そ
の
た
め
に
日
夜
、
研
究
と
努
力
を
重

ね
て
い
ま
す
。

　「
人
が
集
ま
っ
て
酒
を
飲
む
―
」
こ
れ
は

江
戸
時
代
か
ら
続
く
中
野
の
文
化
と
も
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
夜
は
歴
史

に
想
い
を
は
せ
な
が
ら
、『
信
州
中
野
の
酒
』

で
グ
ラ
ス
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
こ
の
特
集
は
、飲
酒
を
推
奨
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

　
２０
歳
未
満
の
方
の
飲
酒
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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料
理
と
お
酒
は
対
等
な
関
係

小
こ ご い

古井宗
むね か ず

一さん
㈱井賀屋酒造場専務取締役

池
い け だ

田恵
え み

美さん
女性消費者を代表して参加

宮
みや ざ わ

澤利
とし ひ こ

彦さん
日本ソムリエ協会講師

上
う え の

野一
かず お み

臣さん
三幸軒の２代目

仁
に し な

科智
ち え こ

栄子さん
善光寺屋酒店の若奥様

堀
ほり ご め

米一
ひ と し

志
広報なかの編集長

い
た
だ
い
た
お
料
理
（
手
前
か
ら
）

・
黒
酢
の
酢
豚

・
エ
ビ
の
チ
リ
ソ
ー
ス

　（
シ
ョ
ウ
ガ
を
乗
せ
た
バ
ケ
ッ
ト
添
え
）

・
ク
ロ
ソ
イ
と
カ
キ
の
酒
蒸
し

堀
米
　
お
酒
が
苦
手
な
私
に
お
酒

の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま

ず
は
料
理
と
日
本
酒
の
合
わ
せ
方

か
ら
。

上
野
　
肉
料
理
な
ど
味
の
濃
い
料

理
に
は
濃
い
目
の
し
っ
か
り
し
た

お
酒
を
、
刺
身
な
ど
の
魚
料
理
に

は
さ
っ
ぱ
り
め
の
お
酒
を
選
ん
で

も
ら
う
と
、
お
互
い
の
相
乗
効
果

が
得
ら
れ
て
良
い
と
思
い
ま
す
。

宮
澤
　
ワ
イ
ン
も
同
じ
で
す
が
、

料
理
と
お
酒
ど
ち
ら
か
が
負
け
て

し
ま
っ
て
は
だ
め
な
ん
で
す
よ
。

料
理
と
お
酒
は
対
等
で
な
い
と
。

仁
科
　
地
元
の
食
べ
物
に
は
地
酒

を
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
の
が
一
番

だ
と
思
い
ま
す
。

小
古
井
　
お
酒
に
含
ま
れ
る

『
酸さ

ん

』
が
重
要
で
す
。
酸
が
強
い

と
喉
ご
し
が
よ
く
、
口
の
中
も
リ

セ
ッ
ト
し
て
く
れ
る
の
で
中
華
な

ど
油
の
多
い
料
理
に
合
い
ま
す
ね
。

仁
科
　
お
酒
を
温
め
て
飲
む
の
は

日
本
酒
だ
け
だ
と
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
。

宮
澤
　
体
を
温
め
る
た
め
ホ
ッ
ト

ワ
イ
ン
な
ど
の
飲
み
方
も
あ
り
ま

す
が
、
基
本
的
に
ワ
イ
ン
に
は
適

温
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
冷

か
ら
お
燗か

ん

ま
で
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
あ
る
の
は
日
本
酒
の
特
徴
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。

池
田
　
日
本
酒
を
冷
で
い
た
だ
く

か
、
お
燗
し
て
い
た
だ
く
か
迷
っ

た
ら
ど
う
す
れ
ば
良
い
で
す
か
。

小
古
井
　
鍋
物
な
ど
温
か
い
料
理

に
は
お
燗
を
合
わ
せ
る
と
良
い
で

す
ね
。
好
み
は
あ
り
ま
す
が
、
お

燗
に
す
る
な
ら
生
酒
よ
り
火
入
れ

し
て
あ
る
お
酒
の
方
が
良
い
と
思

い
ま
す
。

堀
米
　
日
本
酒
が
他
の
お
酒
と
違

う
と
こ
ろ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
。

小
古
井
　
雪
冷
え
と
い
う
５
度
前

後
か
ら
飛
び
切
り
燗
と
い
う
５５
度

前
後
ま
で
、
こ
れ
だ
け
広
い
温
度

帯
で
楽
し
め
る
お
酒
は
日
本
酒
し

か
な
い
と
思
い
ま
す
。

仁
科
　
日
本
酒
は
温
度
が
違
う
と

表
情
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
し
ね
。

仁
科
　
日
本
酒
は
料
理
に
入
れ
て

も
良
い
で
す
よ
。
料
理
が
一ひ

と
あ
じ味

変

わ
り
ま
す
よ
ね
。

上
野
　
料
理
に
お
酒
が
入
っ
た
方

が
お
い
し
く
な
り
ま
す
ね
。

仁
科
　
日
本
酒
を
入
れ
て
お
で
ん

を
作
っ
た
と
こ
ろ
、
味
が
ま
ろ
や

か
に
な
っ
た
と
家
族
か
ら
好
評
で

し
た
。
ま
た
、
浅
漬
け
の
素
に
日

本
酒
を
入
れ
て
試
し
た
と
こ
ろ
、

塩
気
が
飛
ん
で
味
が
丸
く
な
っ
た

気
が
し
ま
す
。

サケトーーク
広
い
温
度
帯
で
楽
し
め
る
の

が
日
本
酒

可
能
性
を
秘
め
た
「
麹こ

う
じ

」

上
野
　
発
酵
が
進
む
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

小
古
井
　
特
に
生
の
お
酒
だ
と
火

が
入
っ
て
い
な
い
状
態
な
の
で
、

酵こ

う

そ素
が
生
き
て
い
る
ん
で
す
ね
。

酵
素
は
脂
肪
や
タ
ン
パ
ク
質
を
分

解
す
る
ん
で
す
。

池
田
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
日
本
酒

で
ナ
ス
を
漬
け
た
と
こ
ろ
好
評
で

し
た
。
お
酒
が
苦
手
な
方
で
も
甘

く
て
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

仁
科
　
野
菜
が
甘
く
な
り
ま
す
ね
。

上
野
　
肉
も
酒さ

け
か
す粕

で
丸
一
日
漬
け

て
お
く
と
結
構
柔
ら
か
く
な
る
ん

で
す
よ
。

小
古
井
　
塩し

お
こ
う
じ麹

な
ど
も
同
じ
で
す

が
、
健
康
食
品
で
す
ね
。
化
粧
品

に
も
使
わ
れ
て
ま
す
し『
麹
も
の
』

は
間
違
い
な
く
体
に
良
い
で
す
。

仁
科
　
杜
氏
さ
ん
の
手
は
き
れ
い

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
も
の
ね
。

小
古
井
　
手
荒
れ
が
ひ
ど
い
姉
の

手
も
麹
を
造
っ
て
い
る
時
は
ツ
ル

ツ
ル
に
な
り
ま
す
ね
。

堀
米
　
日
本
酒
を
飲
む
こ
と
も
美

容
に
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

小
古
井
　
そ
う
で
す
ね
。
生
の
お

酒
の
方
が
酵
素
が
生
き
て
い
る
の

で
よ
り
効
果
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

上
野
　
甘
酒
も
。

小
古
井
　
そ
う
だ
ね
。
甘
酒
も
生

の
方
が
よ
り
効
果
が
あ
る
と
思
う

よ
。
甘
酒
は
昔
か
ら
滋
養
強
壮
や

疲
労
回
復
に
も
効
果
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
し
ね
。

堀
米
　
麹
に
は
た
く
さ
ん
の
可
能

性
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
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堀
米
　
麹
に
は
た
く
さ
ん
の
可
能

性
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

堀
米
　
次
に
日
本
酒
の
選
び
方
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
古
井
　
単
純
に
甘
い
も
の
が
好

き
な
方
は
甘
い
お
酒
か
ら
飲
ま
れ

た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

上
野
　
瓶
の
裏
に
日
本
酒
度
も
書

い
て
あ
る
し
ね
。

堀
米
　
日
本
酒
度
と
言
う
と
プ
ラ

ス
・
マ
イ
ナ
ス
で
表
記
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
か
。

小
古
井
　
そ
う
で
す
。
日
本
酒
度

と
ア
ミ
ノ
酸
度
で
あ
る
程
度
は
判

断
で
き
ま
す
ね
。

池
田
　「
ア
ミ
ノ
酸
度
」は
初
め
て

聞
き
ま
し
た
。
ア
ミ
ノ
酸
度
で
お

酒
の
甘
味
が
わ
か
る
の
で
す
か
？

小
古
井
　
甘
味
だ
と
日
本
酒
度
で

す
ね
。
プ
ラ
ス
に
な
る
と
辛
く

て
、
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
ほ
ど
甘
い

で
す
。
ア
ミ
ノ
酸
度
は
味
の
濃
淡

の
目
安
と
な
る
も
の
で
、
酸
が
高

く
な
る
ほ
ど
濃の

う
じ
ゅ
ん醇

で
、
酸
が
な
く

な
る
と
す
っ
き
り

し
た
味
わ
い
に
な

り
ま
す
。

池
田
　
知
ら
な

か
っ
た
で
す
。

小
古
井
　
個
人
差

や
好
み
が
あ
る
の

で
、
酒
屋
さ
ん
に

聞
く
の
が
一
番
だ

と
思
い
ま
す
ね
。
私
と
し
て
は
、

日
本
酒
の
苦
手
な
方
は
ア
ル
コ
ー

ル
感
が
少
な
い
吟
醸
系
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

池
田
　
日
本
酒
の
ア
ル
コ
ー
ル
度

は
ど
の
く
ら
い
幅
が
あ
り
ま
す
？

上
野
　
低
い
も
の
だ
と
１２
度
と
か
。

小
古
井
　
低
ア
ル
コ
ー
ル
酒
で
８

度
と
か
も
あ
り
ま
す
よ
。

池
田
　
本
当
で
す
か
！
そ
れ
な
ら

飲
み
や
す
い
で
す
ね
。
固
定
観
念

で
日
本
酒
は
す
べ
て
１６
度
だ
と

思
っ
て
ま
し
た
。

上
野
　
強
い
も
の
だ
と
２０
度
と
か
。

池
田
　
や
っ
ぱ
り
お
酒
は
酒
屋
さ

ん
に
勉
強
に
行
っ
た
方
が
良
い
で

す
ね
。

堀
米
　
何
も
知
ら
な
い
で
飲
む
こ

と
が
お
酒
を
嫌
い
に
な
る
要
因
の

一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

宮
澤
　
出
さ
れ
た
お
酒
を
皆
で
飲

む
時
代
か
ら
、
自
分
の
好
き
な
お

酒
を
飲
ん
で
楽
し
む
時
代
に
な
っ

て
き
た
と
思
い
ま
す
。
趣
向
が
多

様
化
し
て
い
る
中
で
日
本
酒
も
転

換
期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

池
田
　
女
性
に
日
本
酒
の
知
識
が

あ
れ
ば
、
旦
那
様
に
晩
酌
と
し
て

出
す
お
酒
を
料
理
に
合
せ
て
選
べ

ま
す
よ
ね
。
ワ
イ
ン
と
同
じ
よ
う

に
瓶
の
裏
を
見
れ
ば
情
報
が
あ
る

ん
で
す
ね
。

小
古
井
　
ど
の
よ
う
に
情
報
を
提

供
し
て
い
く
か
が
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
酒
に
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

仁
科
　
お
い
し
い
と
思
う
お
酒
を

お
い
し
い
と
思
う
飲
み
方
で
飲
む

の
が
良
い
で
す
ね
。
お
気
に
入
り

の
を
探
す
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
し
。

小
古
井
　
お
酒
は
酒
屋
さ
ん
で
の

『
相そ

う

だ

ん

こ

う

り

談
小
売
』が
一
番
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
と
飲
食
店
で
い
ろ
い

ろ
な
お
酒
を
試
す
の
も
良
い
で
す

よ
。
少
量
で
試
せ
る
の
で
。
お
酒

に
合
う
料
理
も
教
え
て
も
ら
え
ま

す
か
ら
。

仁
科
　
市
内
で
こ
れ
だ
け
い
ろ
い

ろ
な
お
酒
が
飲
め
る
地
域
は
珍
し

い
で
す
よ
ね
。

小
古
井
　
中
野
の
お
酒
は
本
当
に

お
も
し
ろ
い
で
す
よ
。
蔵
に
よ
っ

て
全
然
個
性
が
違
い
ま
す
し
ね
。

仁
科
　
さ
ら
に
日
本
酒
の
ほ
か
に

ワ
イ
ン
も
飲
め
て
幸
せ
な
地
域
で

す
よ
ね
。

池
田
　
中
野
の
ワ
イ
ン
は
本
当
に

お
い
し
い
と
思
い
ま
す
よ
。

堀
米
　
た
か
や
し
ろ
ワ
イ
ナ
リ
ー

の
ワ
イ
ン
の
特
徴
は
何
で
す
か
。

宮
澤
　
か
し
こ
ま
っ
て
飲
む
の
で

は
な
く
、
皆
で
楽
し
く
飲
む
よ
う

な
親
し
み
や
す
い
ワ
イ
ン
だ
よ

ね
。
ワ
イ
ン
の
命
で
あ
る
酸
が
際

立
っ
て
い
る
の
で
日
本
食
に
合
い

ま
す
ね
。

池
田
　
地
元
の
ワ
イ
ン
が
あ
る
と

手
に
取
り
や
す
い
で
す
。
お
土
産

に
持
っ
て
い
く
と
喜
ば
れ
ま
す
よ
。

堀
米
　
ワ
イ
ン
の
選
び
方
は
あ
る

ん
で
す
か
。

宮
澤
　
や
は
り
好
み
で
し
ょ
う
ね
。

仁
科
　
日
本
酒
に
比
べ
る
と
選
び

や
す
い
で
す
よ
ね
。

宮
澤
　
ビ
ン
テ
ー
ジ
の
違
い
な
ど

は
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
そ

れ
ほ
ど
難
し
く
な
い
で
す
ね
。

池
田
　
瓶
の
裏
に
ア
ル
コ
ー
ル
度

が
表
示
さ
れ
て
い
る
し
ね
。

宮
澤
　
ワ
イ
ン
は
ラ
ベ
ル
に
情
報

が
表
記
さ
れ
て
い
て
親
切
だ
よ
ね
。

小
古
井
　
日
本
酒
の
甘
口
・
辛
口

の
表
記
っ
て
難
し
い
ん
で
す
よ

ね
。
人
に
よ
っ
て
も
感
じ
方
が
違

う
し
、
お
燗
し
て
も
味
が
違
っ
た

り
す
る
し
ね
。

堀
米
　
お
酒
の
こ
と
は
酒
屋
に
聞

け
っ
て
こ
と
で
す
か
ね
。

池
田
　
自
分
の
好
み
が
あ
る
程
度

わ
か
っ
て
い
る
と
選
び
や
す
い
の

か
な
。

上
野
　
酒
屋
さ
ん
で「
今
日
の

晩
御
飯
に
合
う
お
酒
を
く
だ
さ

い
」っ
て
買
い
に
行
く
の
も
あ
り

で
す
ね
。

仁
科
　
味
わ
い
の
し
っ
か
り
し
た

お
酒
と
さ
っ
ぱ
り
し
た
お
酒
の
２

種
類
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
い
て
、

料
理
と
合
せ
て
も
ら
え
れ
ば
間
違

い
な
い
で
す
ね
。

上
野
　
中
野
の
酒
で
あ
れ
ば
、

し
っ
か
り
し
た
味
わ
い
の
も
の
は

入
り
口
迷
う
べ
か
ら
ず

丸
世
さ
ん

と
井
賀
屋

さ
ん
、さ
っ

ぱ
り
め
な

の
は
志
賀

泉
さ
ん
と

天
領
さ
ん

で
す
ね
。

小
古
井
　

初
心
者
の
方
は
、
最
初
に
香
り
華

や
か
な
吟
醸
酒
を
飲
む
と
間
違
い

な
い
で
す
ね
。
加
水
し
て
い
な
い

大
吟
醸
な
ん
て
良
い
で
す
ね
。

上
野
　
失
敗
し
た
ら
お
燗
に
し
て

も
い
い
し
ね
。
僕
も
き
っ
か
け
は

大
吟
醸
で
し
た
。

堀
米
　
良
い
酒
を
飲
ま
な
い
か
ら

い
け
な
い
ん
で
す
ね
。
ワ
イ
ン
は

ど
う
で
す
か
。

宮
澤
　
入
り
口
は
甘
口
の
も
の
が

良
い
か
な
。

池
田
　
飲
ん
で
い
く
う
ち
に
だ
ん

だ
ん
辛
い
の
が
良
く
な
っ
て
い
く

ん
で
す
よ
。

仁
科
　
固
定
観
念
を
捨
て
て
、
ま

ず
は
飲
み
や
す
い
も
の
か
ら
入
っ

て
も
ら
う
と
一
気
に
裾
野
が
広

が
っ
て
い
き
ま
す
よ
。

小
古
井
　
僕
は
日
本
酒
嫌
い
を
何

人
も
好
き
に
さ
せ
て
き
ま
し
た
か

ら
。
入
り
口
さ
え
間
違
わ
な
け
れ

ば
大
丈
夫
で
す
よ
。

仁
科
　
今
回
の
結
論
は
、
入
り
口

が
大
事
っ
て
こ
と
で
す
ね
。

堀
米
　
入
り
口
ま
で
案
内
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

「
日
本
酒
度
」と「
ア
ミ
ノ
酸
度
」

お
酒
の
こ
と
は
酒
屋
に
聞
け
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おすすめの一本
特別本醸造　一

いっ て き

滴二
に て き

滴
味と香りのバランスが抜群でス

ッ

キリ飲めます。アルコールが苦
手

な方は、グラスに氷を入れ、溶
か

しながら飲んでみて

志賀泉酒造
　昭和３５年（１９６０年）に北信地方の蔵元が
集まり清酒共同瓶

びん づ め じ ょ う

詰場として発足。その
後、品質の均一化と酒質向上のため、
昭和38年（１９６３年）に製造から販売までを
行う清酒共同製造場を創業し、地元の
人たちに愛される酒造りに取り組んでい
る。この土地の気候風土に適合した地酒
造りを心掛けており、使用する酒

さ か ま い

米は中
野市産と木島平村産。代表を務める中

な か や ま

山
治
おさむ

さんも市内で自ら「山
や ま だ に し き

田錦」を栽培し
ている。また、日本酒の８０％を占める水
は酒の命。命の水を追い求め、４年前に
木島平村にある龍

り ゅ う こ う じ

興寺の湧
ゆ う す い

水にたどりつ
いた。水を替えてからは抜群に酒が旨く
なったという。中山さんの理想の酒は
『少し香りがあって辛過ぎず、飲みやす
い酒』。「これからも地元産にこだわり
ながら酒の中身に磨きをかけ、日本酒文
化を盛り上げていきたい」と意気込む。

中野の気候風土を生かした地酒造り 水
と
米
に
こ
だ
わ
り

時
代
に
合
っ
た
日
本
酒
の
味
を
追
及
し
て
い
く

中野市東山３番１号
TEL.0269-22-3322
http://www.shigaizumi.com/
　 am8:30 － pm5:00
　 土曜日・日曜日・祝日休

営

杜と

う

じ氏
を
務
め
る
中な

か
や
ま山

佳よ

し

き紀
さ
ん

蔵ではホーロータンクが眠るように整然と並んでいる

左：普通酒の仕込みに使用している大型の連
れ ん ぞ く む し ま い き

続蒸米機　右：酒造りの始まりを
待つ麹

こうじむろ

室
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おすすめの一本
雪中純米大吟醸　雪

せっすいぎんしずく

粋吟雫

雪室の中で低温熟成された雪国
な

らではのお酒。フルーティーか
つ

まろやかですっきりした味わ
い。

キノコ料理にも良く合います

中野市大字岩船１９0
TEL.0269-22-2503
http://www.tenryohomare.co.jp/
　 am8:30 － pm5:30
　 土曜日・日曜日・祝日休

営

天領誉酒造
　釜場に足を踏み入れると目
の前にはひときわ存在感のあ
る大釜。築１３０年を経過した仕
込み蔵では、酒の味がまろや
かになるというモーツァルト
の曲が流れ、酒

し ゅ ぼ

母タンクに反
響するように響き渡る。明治
１３年（１８８０年）に前身である「中
村屋」が創業。戦後、７社が統
一し「天領誉酒造株式会社」が
誕生した。四代目当主の中

な か じ ま

嶋
博
ひ ろ し

司さんは、肉料理にも合い、
何杯飲んでも飽きない『辛口の

酒』にこだわり、「辛口の酒と
言えば天領誉」と自負する。使
う原材料はすべて地元産。酒
米は市内産の「美

み や ま に し き

山錦」を使用。
仕込み水は、敷地内の井戸か
ら汲み上げた志賀高原の伏流
水を、逆

ぎゃく

浸
し ん と う ま く

透膜ろ過
か

装
そ う ち

置に通
し、酒造りに適した水に仕上
げている。日本酒の雪中貯蔵
やバラのリキュールの開発な
どにも取り組んできた。これ
からも現状に満足せず、新た
な酒文化の形を発信し続ける。

志賀高原の伏流水と音楽で醸
か も

す北信州の秘蔵酒

こ
だ
わ
っ
た
の
は

食
事
を
し
な
が
ら
飲
め
る
酒

た
ど
り
着
い
た
の
は
「
淡
麗
辛
口
」

モーツァルトの曲が流れる仕込み蔵。築
１３０年を超えるが、平成２３年（２０１１年）の長
野県北部地震の際もビクともしなかった

「日本酒に固定観念を抱かないこと。酒の
楽しみ方は酒屋に聞くのが一番です」と語
る中嶋博司さん
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丸世酒造店
　明治３年（１８７０年）の創業以
来、家族が力を合わせて地元
に愛される日本酒を造り続け
ている。その製造方法は、日
本古来より受け継がれる製法
「もち米四段仕込み」。通常、
日本酒は麹

こうじ

、水、蒸米をそれ
ぞれ３回に分けて仕込むが、
もち米の甘酒を加え４回目の
仕込みを行うことで、もち米
が持つやわらかで芳醇な味わ
いの『旨

う ま く ち

口』の酒に仕上がる。
中でも、サッカーボール程の

蒸したもち米を
熱いままタンク
に仕込む「もち
米熱

あ つ が け

掛四段仕
込み」は、県内ではこ

・ ・ ・ ・

こだけ、
全国でも数えるほどの蔵しか
行っていないという。
　昔ながらの道具と製法にこ
だわるのは、地元の人に愛さ
れてきた酒の味を変えたくな
いから。ここでしか味わえな
いこだわりの日本酒をこれか
らも造り続ける。

上：もち米の香りが漂う仕込み部屋　下：
創業当時から使い続けている釜場。鉄製
の釜は家族総出で設置する

伝統とこだわりの「もち米四段仕込み」

伝
統
を
受
け
継
ぎ

時
代
に
流
さ
れ
な
い

酒
を
造
り
続
け
た
い

理想のお酒は「舌先でほんの
り甘味を感じる辛口」と話す
五代目の関

せ き

康
や す ひ さ

久さん

中野市中央二丁目５番 １２ 号
TEL.0269-22-2011
http://marusesyuzouten.co.jp/
　 am8:00 － pm7:00
　 日曜日・元日休

営

おすすめの一本
もち米熱掛四段仕込（総米1割）

純米原酒　旭
ひ

の出
で の

乃勢
いきおい

正
ま さ む ね

宗

もち米が料理のうま味を引き出
し

ます。鍋料理、おでん、煮物な
ど

とご一緒にどうぞ
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井賀屋酒造場
　現存している資料による
と創業は江戸末期の嘉永６年
（１８５３年）。若くして杜氏を務
める小

こ ご い

古井宗
む ね か ず

一さんは６代目
に当たる。横浜から実家に戻
り酒造りを始めた頃は、古い
伝統としきたりに嫌気が差し
たこともあったが、絶え間な
い努力と持ち前の探究心で全
国の酒蔵を巡り日々勉強を重
ねた。信州の水・米・風土・
人にこだわり、酒蔵の味をそ
のまま味わってもらえるよう

「自然に寄り添う酒造り」を
目標に、伝統を受け継ぎなが
らも前向きに新しい技術を取
り入れる「温

お ん こ そ う し ん

故創新」で酒造
りを行っている。理想の日本
酒は「旨味が強くてキレのあ
る酒」。そのこだわりの酒造
りは、全ての日本酒を大吟醸
と同じ工程で行う。
　「一生やっても１００点満点の
酒は造れない」と話すが、ど
の蔵にも負けない「おいしい
酒」造りに今日も邁

ま い し ん

進する。

始まりが伝統になる　一滴に魂を込める酒造り

麹
こうじむろ

室。酒の味は麹の出来によっ
て決まるといわれる

理
屈
抜
き
で

「
お
い
し
い
酒
」
を
飲
ん
で
ほ
し
い

た
だ
そ
れ
だ
け
で
す

中野市大字中野１５９７
TEL.0269-22-3064
http://igayasyuzou.com/
　 am9:00 － pm7:00
　（日曜・祝日）am10:00－pm6:00
　 第３日曜日

営

休

酒米を「外
がいこうないなん

硬内軟」に蒸しあげ
るためのこだわりの「甑

こしき

」 おすすめの一本
袋吊り無濾過本生
　　　純米五割麹　岩

い わ し み ず

清水

他に類を見ない「酸味・甘味・旨味
」。

金目鯛の煮付け、豚の角煮など
の

料理に合います。冷酒がおすす
め
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たかやしろワイナリー
　平成 １６ 年（２００４ 年）設立。
竹原地区で果樹栽培農家を営む
武
た け だ

田晃
こ う

さんは、ブドウの付加価
値を高め、生

な り わ い

業としての農業を
維持しようと、同じ農家の仲
間とともにワイン造りを始め
た。６ヘクタールの自社農園で
１８ 種類のワイン用ブドウを栽
培。ワイン生産で使うブドウの
９４％は自社栽培で賄

まかな

っている。
標高 ４００ ｍ余で、日照時間が長
く、水はけの良い扇状地はブド
ウの栽培に適しているが、近年

の異常気象なども影響し、品質
管理には苦労も多い。年間約
２５，０００本から３０，０００本を生産。
その ６０％から ７０％は県内で消
費されている。武田さんは今後
も生産量を拡大する考えはない
と言う。「うちは農業経営だか
ら利益は追及しない。中野の人
たちがワインを飲んでくれるだ
けで、俺は大好きな酒を毎日飲
めるから」。“ 地産地消の代名
詞 ”とも言えるワイン造りがこ
こにある。

農家が経営する地域に根差したワイン造り

おすすめの一本
たかやしろルージュ　エステート

メルロー、ピノノワールなど数
品

種をブレンド。ほどよい果実味
と

穏やかな渋味が、どんな料理と
も

相性抜群です

ブ
ド
ウ
産
地
で
造
る

究
極
の
「
地
産
地
消
」
ワ
イ
ン

中野市大字竹原1609-7
TEL.0269-24-7650
http://www.takayashirofarm.com/
　 am9:00 － pm5:00
　 日曜日・祝日休

営

収穫から醸造まで鮮度良くスピー
ディーに行えるのも「農家のワイナ
リー」の強み

ワイナリーの名前の由来にもなった
「高社山」の麓

ふもと

に抱かれた場所で、ワ
インの醸造が行われている

「家庭で毎日飲めるワイ
ンを造りたい。ワインを
飲みながら愛を語ってほ
しい」と語る代表の武田
晃さん
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27 広報なかのvol.１別冊

　別冊広報なかのに掲載している市内の各施設を紹介します。
　また、このほかにも市内には魅力的な施設がまだまだいっぱいあ
ります。皆さんも自分だけのお気に入りスポットを探しに、中野市
にお出掛けしてみませんか。巡り

中野市

マップ

▼ 市役所付近拡大図

至ぽんぽこの湯

高社寮

東山クリーンセンター
日本土人形資料館

市民プール

中野消防署

中野浄化管理センター

西部公民館

北信濃ふるさとの森文化公園

一本木公園（バラ公園） 
 
   　
 

市民体育館

もみじ荘

まだらおの湯

道の駅ふるさと豊田
ふるさと苑

豊田衛生センター

田麦浄水場

北部公民館

長野県北信合同庁舎

市民会館

中央公民館
勤労青少年ホーム
働く婦人の家

中野保健センター

中野陣屋・県庁記念館

まちなか交流の家

中野放課後児童クラブ  B&G海洋センター

豊田支所

日野小学校

延徳小学校

中野平中学校

平野小学校

高社中学校

平岡小学校

科野小学校

倭小学校

長丘小学校

高丘小学校

豊井小学校

永田小学校

豊田中学校

中野西高等学校

２1 ４３ ５

A

B

C

E

F

G

信濃中野税務署

★５

えんとく

★７

★12

市民会館

市役所

南宮庁舎
中野地域職業相談室

中央公民館
勤労青少年ホーム
働く婦人の家

市立図書館

中央子育て支援センター

中野保健センター

中野陣屋・県庁記念館

中野警察署

北信総合病院

高梨館跡公園

ひまわり保育園

さくら保育園

松川保育園
中野小学校

中野立志館高等学校

中央幼稚園

マリア幼稚園

南宮中学校

信濃中野税務署

拡大図

★９

★８
★６

★１

志賀泉酒造
場所：東山 3-1

1

（詳細は22ページ）

天領誉酒造
場所：岩船190

２

（詳細は２3ページ）

丸世酒造店
場所：中央 ２－５－12

３

（詳細は２４ページ）

井賀屋酒造場
場所：中野 1597

４

（詳細は２5ページ）

たかやしろワイナリー
場所：竹原1609-7

５

（詳細は２6ページ）

中山晋平記念館
場所：新野76

７

（詳細は34～39ページ）

高野辰之記念館
場所：永江1809

８

（詳細は34～39ページ）

日本土人形資料館
場所：中野1150

９

（詳細は40～43ページ）

信州中野観光センター

場所：草間1539-1

10

（詳細は40～43ページ）

まちなか交流の家
場所：中央 4－2－33

11

（詳細は40～43ページ）

一本木公園（バラ公園）
場所：一本木495-6

12

（詳細は44～49ページ）

内容：おいしい地酒

内容：おいしい地酒

豊田農産物加工施設
場所：永江 2211-1

６

（詳細は２8～32ページ）
内容：おふくろの味

内容：おいしい地酒

内容：おいしい地酒

内容：おいしいワイン

内容：童謡・唱歌

内容：童謡・唱歌

内容：観光・土人形

内容：観光・土人形

内容：絵付け体験

内容：観光・バラ

★２

★３
★４

★10

★11

十三崖
（チョウゲンボウ繁殖地）

信州中野いきいき館

農産物産館オランチェ



お
か
あ
ち
ゃ
ん
の
手
作
り

１６
年
目
を
迎
え
た
お
ふ
く
ろ
の
味
は

信
州
中
野
の「
ふ
る
さ
と
」の
味

中
野
市
豊
田
農
産
物
加
工
施
設
利
用
組
合
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※
こ
の
特
集
は
平
成
26
年
３
月
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。



　
道
の
駅
「
ふ
る
さ
と
豊
田
」
に
隣
接
す
る
「
中

野
市
豊
田
農
産
物
加
工
施
設
」。
冬
の
時
期
は
、

朝
か
ら
農
家
の
お
か
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
笑
い
声
が

響
き
、
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
中
野
市
豊
田
農
産
物
加
工
施
設
利
用
組
合
は
、

施
設
の
指
定
管
理
者
を
務
め
な
が
ら
、
地
元
の
農

産
物
を
使
っ
た
加
工
品
を
作
っ
て
い
る
。
地
域
農

業
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
１０

年
１１
月
、組
合
員
４０
人
が
出
資
金
を
出
し
合
い「
豊

田
農
産
物
加
工
施
設
利
用
組
合
」
を
設
立
。「
お

や
き
部
」「
菓
子
部
」「
味
噌
部
」
の
３
部
会
制
で
、

ほ
ぼ
毎
日
活
動
し
て
い
る
。
組
合
設
立
の
き
っ
か

け
は
、
特
産
の
リ
ン
ゴ
を
加
工
し
付
加
価
値
の
あ

る
商
品
に
す
る
こ
と
。
組
合
員
の
ほ
と
ん
ど
が
農

家
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
農
村
だ
か
ら
で
き
る
こ

と
、
女
性
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
組
合
員
が
自
ら

考
え
実
践
し
て
き
た
。
販
売
先
へ
の
営
業
な
ど
も

全
て
自
分
た
ち
で
行
っ
て
い
る
。

　
材
料
は
地
元
で
採
れ
る
野
菜
や
果
物
。
野
菜
は

規
格
外
農
産
物
を
有
効
利
用
、
リ
ン
ゴ
は
組
合
員

の
農
家
で
採
れ
た
完
熟
リ
ン
ゴ
を
使
う
。
味
噌
に

使
う
大
豆
も
地
元
産
に
こ
だ
わ
り
、
組
合
員
自
ら

約
３０
㌃
の
遊
休
農
地
を
利
用
し
栽
培
し
て
い
る
。

　
平
成
１８
年
に
は
、
豊
田
音
頭
に
出
て
く
る
驚
き

や
感
嘆
を
表
す
方
言
「
あ
ち
ゃ
ま
」
を
商
標
登
録
。

同
年
、
全
国
農
山
漁
村
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
活
動
表

彰
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

　
平
成
２５
年
４
月
現
在
で
組
合
員
数
は
５８
人
。
子

育
て
中
や
非
農
家
の
女
性
も
加
わ
り
、
交
流
も
盛

ん
に
な
っ
て
き
た
。
同
年
１０
月
に
は
、
農
林
水
産

省
か
ら
６
次
産
業
化
推
進
整
備
事
業
認
定
を
取
得

し
、
信
州
の
伝
統
野
菜
「
ぼ
た
ん
こ
し
ょ
う
」
を

使
っ
た
商
品
な
ど
、新
商
品
開
発
に
も
力
を
注
ぐ
。

　
今
後
も
、
農
村
女
性
の
可
能
性
を
信
じ
、
楽
し

み
な
が
ら
活
動
し
て
い
く
と
と
も
に
、
若
い
世
代

に
、
ふ
る
さ
と
の
味
・
食
文
化
を
継
承
し
て
い
く
。

１　おそろいの黄色いかっぽう着は味噌部の皆さん　２　グリーンのエプロンが爽やかなおやき部の皆さん　３　ピンクのエプ
ロンがかわいい菓子部の皆さん　４　設立当初からのメンバー。左から副組合長の西

に し の

野三
み え こ

恵子さん、組合長の関
せき

きよ子
こ

さん、
副組合長の神

か ん だ

田一
か ず え

枝さん

中野市豊田農産物加工施設
住所　中野市大字永江２２１１―１
TEL/FAX　（３８）３３０９
開設　平成 １０ 年 １２ 月１日
建築面積　２５８．５８㎡
構造　鉄骨平屋建（農産物加
工所）、木造平屋建（農産物加
工貯蔵所）
施設内容　おやき加工室、菓
子加工室、味噌加工室、研修室、
材料搬入室、材料庫、熟成室

内祝などに赤飯、
山菜おこわの注文
も承ります

１ ２
３ ４

イチオシ！ふるさとの味詰め合わせ
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あちゃまおやき

おひさまのりんごパイ

　信州の郷土食「おやき」。豊田農産物加工施設利用
組合が作る「あちゃまおやき」は、生地の中に野菜が
どっさり入っていて、味もボリュームも満点の一品。
おやき部のメンバーが毎日４～５人で、およそ ４００ 個
のおやきを作っている。こだわりは、季節の野菜をふ
んだんに使った具材ともっちりとした食感の生地。生
地には、りんごパイの製造過程でできるリンゴの煮汁
を練り込んで仕上げている。具材となる野菜は地元産
のものを使い、おやきの種類は野沢菜、大根ミックス、
きのこなど７種類。おすすめは、コショウの効いたじゃ
がバタと夏季限定の丸ナス。おかあちゃんが愛情込め
て作る“ふるさとの味 ”をぜひご賞味あれ。

野沢菜のおやき

おやき部長の北
きたざわ

澤勇
ゆ う こ

子さん

おやき作りの様子

　半月型で完熟リンゴが
ぎっしり詰まった「おひさ
まのりんごパイ」。冬の農閑
期には、菓子部のメンバー
７～８人で１日およそ ３００
個を手作りしている。リン
ゴは「ふじ」と「紅玉」の
２種類を使用。組合員にリ
ンゴ農家が多いだけあって、
地元で採れた完熟リンゴを
惜しみなく使う。こだわり
のパイ生地は折り込み生地。
そうすることで焼き上がっ
たときに層ができ、サクサ
クした食感が楽しめ、食べたときに形が崩れない。
部員みんなで常に新商品の開発に取り組み、販路拡
大を模索しているという。「農村女性の冬の仕事とし
て、みんなで楽しみながら作っているんですよ。」働
くおかあちゃんも“おひさま ”のように暖かい。

左：菓子部長の丸
まるやま

山美
み し こ

志子さん　右：２２０℃に熱せられたオーブン
でふっくらと焼き上げる
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あちゃまみそ
　みその仕込みは２月から３月にかけて行うため、この
時期の味噌部は稼ぎ時。味噌部のメンバーは２人体制で
仕込みから袋詰めまでを行う。「あちゃまみそ」は米麹
８割、塩分 １２％の手作りみそ。無添加で、昔ながらのや
さしい味わいに仕上げている。原材料は地元産にこだわ
り、麹用のコシヒカリは組合員の農家で栽培したもの。
大豆は、遊休農地を利用して組合員たち自らで栽培して
いる。部長の清野さんのおすすめは「みそ汁」。どんな
具材にも合うんだとか。「他の部よりも平均年齢は高い
ですが、みんな仲が良く、楽しみながら仕事をしてます
よ。」おかあちゃんの手作りみそは、思わず“あちゃま ”
と言ってしまう心温まる味です。 味噌部長の清

き よ の

野久
ひ さ こ

子さん

ニラせんべい
あちゃまみそ・味噌漬・
ニラ・小麦粉　※卵を
入れるとふっくらと仕
上がります

味噌ドレッシング
あちゃまみそ・酢・砂糖・
えのき氷

あちゃまみそを使った小
こ び れ

昼を召し上がれ。
こねつけだんご
菊芋の味噌漬・ごはん・
小麦粉

焼きおにぎり味噌
あちゃまみそ・砂糖・み
りん　※お好みでお酒も

味噌かりんとう
あちゃまみそ・小麦粉・
ベーキングパウダー・
卵・砂糖・七味
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ぼたんこしょう餅
　平成 25 年、豊田農産物加工施設利用組合は新商
品開発に取り組みました。「地元ならではの食材を
使い、ここでしか食べられないものを作ろう。」そ
こで考えたのが、永江地区を中心に栽培されてい
る信州の伝統野菜「ぼたんこしょう」を使った商
品。ぼたんこしょう保存会の皆さんに協力を依頼
し、試行錯誤の結果、「ぼたんこしょう餅」が完成
した。餅は直径約７㎝、厚さ１㎝ほどの丸型。組
合員が作ったもち米を使い、細かく刻んだぼたん
こしょうを入れ、塩で味付けした。赤いぼたんこ
しょうを使っているため餅はオレンジ色をしてい
る。ぼたんこしょうのピリッとした辛さがやみつ
きになる餅は、焼いてからうどんやラーメン、鍋
物に入れて食べるのがおすすめ。また、適当な大
きさに切ってお好み焼きに入れてもおいしい。ぼ
たんこしょう餅を作るのは、イベントなどで活躍
する惣菜班の皆さん。各部の仕事を掛け持ちして
いる８人のメンバーが、週１回、
３人で２００個の餅を作っている。
辛さの中にもおかあちゃんの優
しさが詰まった一品です。

ぼたんこしょう餅が２枚入ったボリューム満点の「力うどん」。
道の駅ふるさと豊田で食べることができます

左：楽しく会話しながらの
餅作り
上：赤いぼたんこしょうが
入ると餅がオレンジ色に染
まる

「ぼたんこしょう」は、ナス科トウ
ガラシ属。味に深みがあり、程良
いピリ辛を楽しめるのが特徴です。
完熟すると赤くなります

今
日
も
ご
ち
そ
う
さ
ま

い
つ
も
あ
り
が
と
う
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素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い

日
本
全
国
の
人
に
中
野
市
の

　
本
市
出
身
の
作
曲
家
久ひ

さ
い
し石

譲じ
ょ
う

さ
ん
を
父

に
持
ち
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
コ
ン
サ
ー

ト
の
ほ
か
、
作
詞
、
作
曲
ま
で
活
動
の
幅

を
広
げ
る
麻
衣
さ
ん
。
平
成
26
年
６
月
２１

日
に
は
、
本
市
に
ゆ
か
り
の
童
謡
・
唱
歌

な
ど
音
楽
の
魅
力
を
情
報
発
信
し
、
本
市

を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
「
中
野
市
音
楽
親

善
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
に
任
命
さ
れ
、
翌
２２

日
に
は
市
民
会
館
に
お
い
て
「
麻
衣
コ
ン

サ
ー
ト
２
０
１
４
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
歌
・
音

楽
で
中
野
を
、
日
本
を
彩
り
、
人
と
人
の

心
を
つ
な
ぐ
麻
衣
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。

○
中
野
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

　
高
野
辰
之
博
士
作
詞
の
「
故
郷
」
に
あ

る
「
か
の
山
」「
か
の
川
」
が
あ
り
、
周

り
の
山
々
を
見
れ
ば
緑
が
青
々
と
し
て
自

然
豊
か
で
、
農
産
物
も
豊
富
な
魅
力
あ
ふ

れ
る
土
地
だ
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
幼
な
い

頃
、
縁
日
に
な
る

と
両
親
に
連
れ
ら

れ
て
王
日
神
社
に

来
て
い
た
の
で
、

今
で
も
王
日
神
社

に
行
く
と
、
と
て

も
懐
か
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

○
音
楽
の
魅
力
に
つ
い
て

　
２
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
始
め
、
５
歳
か
ら

は
合
唱
団
に
入
っ
て
歌
い
続
け
て
い
る
た

め
、
私
の
人
生
は
音
楽
と
共
に
あ
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
音
楽
は
、
聞
い
た
り
歌
っ
た
り
す
る
だ

け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
音
楽
に

関
わ
る
こ
と
に
よ
り
「
イ
メ
ー
ジ
や
心
を

豊
か
に
し
て
く
れ
る
」
こ
と
が
一
番
の
魅

力
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
落
ち
込
ん
で

い
る
時
や
自
分
を
見
つ
め
直
す
時
も
、「
励

ま
し
、
救
っ
て
く
れ
る
存
在
」
が
、
私
に

と
っ
て
音
楽
な
の
で
、
音
楽
に
は
そ
ん
な

力
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

○
中
野
市
音
楽
親
善
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

に
任
命
さ
れ
た
抱
負

　「
故
郷
」
や
「
朧
月
夜
」
な
ど
、
誰
で

も
歌
う
こ
と
の
で
き
る
歌
を
作
ら
れ
た
方

が
、
中
野
市
出
身
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な

い
人
が
多
い
の
で
、
日
本
全
国
の
人
に
そ

の
こ
と
を
ま
ず
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
「
ニ
ュ
ー

中野のチカラキラ
リ

ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
と
い
っ
た
歌

が
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
土
地
に
合
っ
た
曲

が
あ
る
と
思
う
の
で
、
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と

し
て
「
故
郷
」
の
よ
う
に
１
０
０
年
た
っ

て
も
愛
さ
れ
、
口
ず
さ
む
こ
と
が
で
き
る

「
中
野
市
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
」
を
作
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
野
市
の
豊
か
な
自
然
と
素
晴
ら

し
さ
を
伝
え
、
何
度
で
も
歌
い
た
く
な
る

よ
う
な
歌
を
、
ぜ
ひ
市
民
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
な
が
ら
一
緒
に
作
り
上
げ
た
い
で

す
。
　

○
市
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と

　
中
野
市
は
、
た

く
さ
ん
の
合
唱
団

や
音
楽
サ
ー
ク
ル

が
あ
り
、
音
楽
性

の
豊
か
な
方
が
と

て
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
音
楽
は
、

自
分
が
つ
ま
ず
い

た
時
に
「
必
ず
救

っ
て
く
れ
る
力
」

が
あ
る
の
で
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
良
い
か
ら
音
楽
を
離
れ
る

こ
と
な
く
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
市
内
を
歩
い
て
い
れ
ば
必
ず
声
を
掛
け

て
い
た
だ
き
、
い
つ
も
優
し
く
接
し
て
い

た
だ
け
る
市
民
の
皆
さ
ん
を
私
は
尊
敬
し

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
と
共
に
歩
む

音
楽
親
善
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
任
命
さ
れ
た

こ
と
を
誇
り
に
、
音
楽
と
中
野
市
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

【中野市音楽親善アンバサダー】麻
ま い

衣さん
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童謡・唱歌のふるさと中野市
～故郷、朧月夜、カチューシャの唄誕生 １００ 周年～

　
ふ
と
口
ず
さ
む
「
あ
の
歌
」、
歌
え

ば
そ
の
情
景
を
思
い
描
く
「
こ
の
歌
」

―
。
童
謡
・
唱
歌
に
は
、
日
本
人
の
心

に
染
み
込
む
よ
う
な
力
が
あ
り
ま
す
。

　
中
野
市
が
生
ん
だ
二
人
の
偉
大
な

音
楽
家
「
高
野
辰
之
」
と
「
中
山
晋

平
」
が
作
詞
・
作
曲
し
た
童
謡
・
唱
歌

は
、
文
化
庁
と
公
益
社
団
法
人
日
本
Ｐ

Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
が
平
成
１８
年
に
行
っ

た
「
親
子
で
歌
い
つ
ご
う 

日
本
の
歌

百
選
」
に
、
全
体
の
約
１
割
と
な
る
１１

曲
が
入
り
ま
し
た
。

　
日
本
人
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な

い
歌
―
。
そ
ん
な
歌
を
作
っ
た
二
人

の
代
表
曲
「
故
郷
」「
朧
月
夜
」「
カ

チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
が
平
成
26
年
で
誕

生
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
単
な

る
「
そ
の
時
代
の
流
行
歌
」
で
は
な
い
、

未
だ
に
歌
い
継
が
れ
る
理
由
が
こ
の
歌

に
は
あ
る
の
で
す
。

　
二
人
が
生
ま
れ
育
ち
、
音
楽
家
の
原

点
と
な
っ
た
こ
の
中
野
市
。
周
り
を
見

れ
ば
、
１
０
０
年
前
と
変
わ
ら
な
い
雄

大
な
自
然
が
あ
り
、
誰
も
が
思
い
描
く

「
日
本
の
ふ
る
さ
と
」
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　
か
の
山
、
か
の
川
、
菜
の
花
畑
―
。

高
野
辰
之
は
ど
ん
な
風
景
を
思
い
描
き

「
故
郷
」「
朧
月
夜
」
を
作
詞
し
た
の
で

し
ょ
う
か
―
。
ま
た
、
中
山
晋
平
は
ど

の
よ
う
な
思
い
で
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の

唄
」
を
作
曲
し
た
の
で
し
ょ
う
か
―
。

　
さ
あ
、「
故
郷
」「
朧
月
夜
」「
カ
チ
ュ
ー

シ
ャ
の
唄
」
を
口
ず
さ
ん
で
み
ま
し
ょ

う
。
そ
こ
に
は
き
っ
と
、
自
分
だ
け
の

心
の
情
景
が
浮
か
び
上
が
る
は
ず
で
す
。 34別冊 広報なかのvol.１

※
こ
の
特
集
は
平
成
26
年
６
月
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。



　「朧月夜」は故郷と同じく、「尋常小学唱歌（六）」に掲載されました。作詞者の辰之は、下水内高等
小学校（現飯山市役所の場所）から下校途中の辺りに咲き乱れる「菜の花」を歌に詠んだとされています。
　しかし、当時学校までの通学距離約 １１㎞の間であちこちに栽培されており、具体的な場所は特定さ
れていません。また、辰之が幼い頃よく遊んだとされる眞

し ん ぽ う じ

宝寺にある鐘楼が、曲中の「鐘の音」と言わ
れていますが、同じ北永江の天

て ん し ょ う じ

正寺（生家から３分程度辰之生家の菩提寺）だとする説もあります。

▲春の永江地区には、菜の花が咲き
誇る景色が広がります

▲曲中の「鐘の音」と言われ
ている眞宝寺の鐘楼

作
詞
／
高
野
辰
之

作
曲
／
岡
野
貞
一

朧
月
夜
（
お
ぼ
ろ
づ
き
よ
）

菜
の
花
畑
に
　
入
り
日
う
す
れ

見
わ
た
す
山
の
は
　
か
す
み
深
し

春
風
そ
よ
ふ
く
　
空
を
見
れ
ば

夕
月
か
か
り
て
　
に
お
い
あ
わ
し

里
わ
の
ほ
か
げ
も
　
森
の
色
も

田
中
の
小
道
を
　
た
ど
る
人
も

か
わ
ず
の
鳴
く
音
も
　
か
ね
の
音
も

さ
な
が
ら
か
す
め
る
　
お
ぼ
ろ
月
夜

　「カチューシャの唄」は、大正３（1914）年３月、島村抱月と松
ま つ い

井須
す ま こ

磨子の芸術座第３回公演に上演
されたトルストイ原作「復活」の劇中歌です。「学校の唱歌でも困るし、教会の讃美歌でも困る。西洋
の音楽と日本の民謡の中間を…」との抱月の難しい注文に、晋平は呻

し ん ぎ ん

吟するばかりでした。曲の途中で
民謡の囃子言葉のように「ララ」と扱って、曲全体を引き締めているのが特徴で、数千枚売れれば大当
たりと言われた当時で 2万枚以上を売り上げたという説もあるほど、空前の大ヒット曲となりました。

▲記念館敷地内にカチュ
ーシャの像があります

作
詞
／
島し

ま
む
ら村
抱ほ

う
げ
つ月

　
　
　
相そ

う

ま馬
御ぎ

ょ
ふ
う風

作
曲
／
中
山
晋
平

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄（
う
た
）

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
か
わ
い
や

わ
か
れ
の
つ
ら
さ

せ
め
て
淡
雪
　
と
け
ぬ
間
と

神
に
願
い
を
（
ラ
ラ
）
か
け
ま
し
ょ
か

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
か
わ
い
や

わ
か
れ
の
つ
ら
さ

今
宵
一
夜
に
　
降
る
雪
の

明
日
は
野
山
の
（
ラ
ラ
）
路
か
く
せ

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
か
わ
い
や

わ
か
れ
の
つ
ら
さ

せ
め
て
又
逢
う
　
そ
れ
ま
で
は

お
な
じ
姿
で
（
ラ
ラ
）
い
て
た
も
れ

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
か
わ
い
や

わ
か
れ
の
つ
ら
さ

つ
ら
い
わ
か
れ
の
　
涙
の
ひ
ま
に

風
は
野
を
吹
く
（
ラ
ラ
）
日
は
く
れ
る

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
か
わ
い
や

わ
か
れ
の
つ
ら
さ

ひ
ろ
い
野
原
を
　
と
ぼ
と
ぼ
と

ひ
と
り
出
て
い
く
（
ラ
ラ
）
あ
す
の
旅

　文部省唱歌「故郷」は、「尋常小学唱歌（六）」（大正３（1914）年文部省）に初めて掲載されました。
　作詞者の高野辰之と作曲者の岡野貞一は、ともに東京音楽学校教授と文部省小学校唱歌教科書編

へ ん さ ん

纂委
員を兼任し、多くの名作唱歌を世に送りました。市内に現存する作詞者が生まれ育った家の裏手には、
ウサギ追いを楽しんだ「かの山」が拡がり、反対側には小鮒を釣った「かの川」が流れています。

▲生家のある永江地区からは、かの
山（熊坂山・大平山）が望めます
◀ふるさと橋のたもとには、かの川（班
川）に沿って、遊歩道があります

作
詞
／
高
野
辰
之

作
曲
／
岡お

か

の野
貞て

い
い
ち一

故
郷
（
ふ
る
さ
と
）

う
さ
ぎ
追
い
し
　
か
の
山

小
ぶ
な
つ
り
し
　
か
の
川

夢
は
今
も
　
め
ぐ
り
て

忘
れ
が
た
き
　
ふ
る
さ
と

い
か
に
い
ま
す
　
父
母

つ
つ
が
な
し
や
　
友
が
き

雨
に
風
に
　
つ
け
て
も

思
い
い
づ
る
　
ふ
る
さ
と

志
を
　
果
た
し
て

い
つ
の
日
に
か
　
帰
ら
ん

山
は
青
き
　
ふ
る
さ
と

水
は
清
き
　
ふ
る
さ
と

※QRコードを読み込むとメロディーが流れます。
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高
野
辰
之

　
高
野
辰
之
は
、明
治
９
年
４
月
13
日
、

下
水
内
郡
永
江
村
（
現
在
市
内
大
字
永

江
）
に
生
ま
れ
た
。
厳
し
さ
の
中
に
も

愛
に
満
ち
た
家
庭
環
境
と
豊
か
な
自
然

環
境
の
中
で
育
っ
た
こ
と
が
、
後
の
名

曲
の
作
詞
に
つ
な
が
る
。

　
14
歳
で
下
水
内
高
等
小
学
校
を
卒
業

し
、
母
校
の
永
田
尋
常
小
学
校
の
代
用

教
員
を
勤
め
る
。
そ
の
後
、
長
野
県
尋

常
師
範
学
校
（
現
在
は
信
州
大
学
へ
統

合
）
へ
進
学
し
、
卒
業
後
の
上う

え

だ田
萬か

ず
と
し年

博
士
と
の
出
会
い
に
よ
り
、
本
格
的
な

文
学
研
究
を
始
め
る
。
博
士
の
下
で
国

語
・
国
文
学
を
研
究
し
、
や
が
て
「
文

部
省
国
語
教
科
書
編へ

ん
さ
ん纂

委
員
」
に
選
ば

れ
る
。
国
が
初
め
て
発
行
し
た
国
定
音

楽
教
科
書
「
尋
常
小
学
唱
歌
」
を
編
纂

す
る
中
で
、
唱
歌
や
全
国
各
地
の
校
歌

を
作
詞
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
唱
歌
の
作
詞
は
職
務
と
し
て
始
め
た

も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
編
纂
委
員
で

鳥
取
県
鳥
取
市
出
身
の
作
曲
家
、
岡お

か

の野

貞て
い
い
ち一
と
の
コ
ン
ビ
に
よ
り
作
ら
れ
た

「
故
郷
」、「
朧
月
夜
」
な
ど
の
唱
歌
は
、

文
部
科
学
省
が
定
め
る
現
在
の
小
学
校

共
通
教
材
24
曲
の
う
ち
、
６
曲
ま
で
を

占
め
て
い
る
。

　
日
本
に
住
む
誰
も
が
大
人
に
成
長
し

て
い
く
過
程
に
、
必
ず
高
野
辰
之
の
歌

が
あ
る
。
聞
く
人
の
心
に
故
郷
へ
の
想

い
と
親
し
み
を
感
じ
さ
せ
る
高
野
辰
之

の
歌
は
、
ま
さ
に
日
本
の
心
の
歌
と
い

え
る
。

日
本
の
心
の
歌
を
作
っ
た

偉
大
な
る
国
文
学
者

　
辰
之
が
亡
く
な
っ
た
当
時
、
私
は
４

歳
で
あ
っ
た
た
め
、
本
人
と
の
思
い
出

は
ほ
と
ん
ど
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、

１
０
０
年
た
っ
た
今
も
、「
故
郷
」「
朧

月
夜
」
が
歌
わ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
は

す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
辰
之
の
こ
と
は
、「
何
事
に
も
勉
強

家
で
あ
り
、
文
学
以
外
に
も
建
築
・
経

済
な
ど
雑
学
に
詳
し
い
人
だ
っ
た
」
と

聞
い
て
い
ま
す
。
自
分
で
勉
強
し
て
学

者
に
な
り
、
作
詞
家
と
し
て
歴
史
に
残

る
名
曲
も
作
っ
た
辰
之
は
、
一
言
で
言

い
つ
ま
で
も
日
本
人
の
心

の
故
郷
で
あ
っ
て
ほ
し
い

え
ば
「
偉
い
人
」
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
故
郷
の
２
番
の
歌
詞
に
「
い

か
に
い
ま
す
父
母
（
ど
う
し
て
い
ま
す

か
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
）」
と
歌
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
辰
之
が
一
番
大
切

に
思
っ
て
い
た
の
は
、
両
親
の
こ
と
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
辰
之
の
歌
を
聞

け
ば
、
誰
も
が
故
郷
の
情
景
を
思
い
出

す
の
は
、
そ
う
い
っ
た
原
点
を
大
切
に

す
る
部
分
に
、
皆
さ
ん
が
共
感
し
て
い

る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
全
国
各
地
で
未
だ
に
故
郷
、
朧
月
夜

が
歌
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
辰
之
の
感
性

を
作
り
上
げ
た
の
は
こ
の
地
域
の
自

然
・
風
土
で
あ
り
、
辰
之
の
原
点
が
こ

こ
に
あ
っ
た
こ
と
を
皆
さ
ん
に
も
忘
れ

な
い
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
離
れ
て
い
て
も
「
歌
で
故
郷
を
思
い

出
せ
る
辰
之
の
歌
」
が
、
い
つ
ま
で
も

日
本
人
の
心
の
故
郷
で
あ
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

高
野
辰
之
生
家

髙た

か

の野
良よ

し
ゆ
き之

さ
ん
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中
山
晋
平
生
家

１
０
０
年
後
も
今
と
変
わ
ら
ず

歌
い
継
が
れ
て
ほ
し
い

中な
か
や
ま山

治お
さ
む

さ
ん

　
華
々
し
い
活
躍
を
し
て
い
た
「
芸
術

座
」
の
劇
中
歌
、
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄

を
作
曲
し
た
こ
と
で
、
晋
平
の
作
曲
家

人
生
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
島
村
抱
月
に
「
大
衆
の
た
め
の
唄
を

作
れ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
、
後
の
作

曲
に
も
つ
な
が
り
、
未
だ
に
歌
い
継
が

れ
る
名
曲
の
数
々
を
作
曲
で
き
た
要
因

と
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
晋
平
の
父
　
実じ

つ
の
す
け

之
助
は
和
歌
な
ど
を

自
ら
学
ん
で
お
り
、
母
　
ぞ
う
は
、
江

部
の
山
田
家
の
分
家
と
し
て
生
ま
れ
、

教
育
係
だ
っ
た
岩い

わ

い井
貞て

い

こ子
か
ら
女
子

教
育
と
し
て
歌
や
学
問
を
学
ん
で
い

ま
す
。「
中
野
市
か
ら
偉
大
な
作
曲
家

が
よ
く
生
ま
れ
た
も
の
だ
」
と
話
さ
れ

て
い
る
声
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
偶
然
で
は
な
く
、
両
親
か

ら
し
っ
か
り
受
け
継
が
れ
た
部
分
も
あ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
晋
平
は
良
い
作
詞
家
に
出
会

え
た
こ
と
が
幸
せ
で
し
た
。
芸
術
座
が

解
散
し
た
後
も
、
節
目
節
目
で
良
き
人

に
出
会
え
た
こ
と
が
晋
平
の
大
成
に
つ

な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
は
、
昔
ほ
ど
童
謡
を
歌
う
機
会
が

無
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
も
し
っ

か
り
子
ど
も
た
ち
に
も
教
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
日
本
人
が
日
本
人
で

あ
る
限
り
「
残
っ
て
い
く
歌
」
が
必

ず
あ
る
の
で
、
晋
平
の
優
し
い
歌
が
、

１
０
０
年
後
も
今
と
変
わ
ら
ず
歌
い
継

が
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

中
山
晋
平

現
代
歌
謡
の
礎
を
築
い
た

東
洋
の
フ
ォ
ス
タ
ー

　
中
山
晋
平
は
、明
治
20
年
3
月
22
日
、

下
高
井
郡
新
野
村
（
現
在
市
内
大
字
新

野
）
に
生
ま
れ
た
。

　
音
楽
に
憧
れ
を
抱
い
た
の
は
１３
歳
の

春
、
赤
十
字
の
地
方
大
会
に
来
て
い
た

楽
隊
の
音
楽
を
聴
い
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
あ
っ
た
。

　
高
等
小
学
校
卒
業
後
、
教
員
資
格
を

取
得
し
た
晋
平
は
、
小
学
校
の
代
用
教

員
と
し
て
音
楽
授
業
を
行
う
中
で
音
楽

に
対
す
る
思
い
を
強
く
す
る
。
そ
ん
な

折
、
島
根
県
浜
田
市
出
身
の
島し

ま
む
ら村

抱ほ
う
げ
つ月

が
書
生
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

上
京
を
決
意
し
島
村
家
の
書
生
と
な
る
。

　
長
野
市
出
身
の
松ま

つ

い井
須す

ま

こ

磨
子
ら
と
島

村
抱
月
が
旗
上
げ
し
た
「
芸
術
座
」
は
、

第
３
回
公
演
の
中
で「
劇
中
歌
の
挿
入
」

を
試
み
よ
う
と
し
た
。
抱
月
は
作
曲
を

誰
に
頼
ん
だ
ら
よ
い
か
新
潟
県
糸
魚
川

市
出
身
の
詩
人
、
相そ

う

ま馬
御ぎ

ょ
ふ
う風

に
相
談
す

る
と
、
中
山
晋
平
を
推
薦
す
る
。

　
こ
う
し
て
、
島
村
抱
月
・
相
馬
御
風

作
詞
、
中
山
晋
平
作
曲
の
「
カ
チ
ュ
ー

シ
ャ
の
唄
」
が
完
成
す
る
。
劇
中
で
松

井
須
磨
子
が
歌
う
と
、
芝
居
と
と
も
に

歌
も
空
前
の
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

　
中
山
晋
平
は
こ
の
後
も
、「
ゴ
ン
ド

ラ
の
唄
」
な
ど
劇
中
歌
だ
け
で
な
く
、

日
本
古
来
の
リ
ズ
ム
・
方
言
・
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
作
曲
を
行

い
、「
砂
山
」、「
シ
ャ
ボ
ン
玉
」、「
中

野
小
唄
」
な
ど
童
謡
や
地
方
民
謡
を
発

祥
し
、
現
代
歌
謡
の
礎
を
築
い
た
。

37 広報なかのvol.１別冊



住 中野市大字新野 76
☎（２２）７０５０

中山晋平記念館
住 中野市大字永江 1809
☎（３８）３０７０

高野辰之記念館

料

開

休

３月～11月 ／ 午前９時～午後５時
12月～２月 ／ 午前９時 30 分～午後４時

４月～11月 ／ 休館日なし
12月～３月 ／ 祝日以外の月曜日

および年末年始
（12 月 29 日～１月３日）

一般　３00 円（20 人以上団体は１人 230 円）
高校生 150 円　（20 人以上団体は１人 100 円）
中学生以下　無料

料

開

休

３月～11月 ／ 午前９時～午後５時
12月～２月 ／ 午前９時 30 分～午後４時

４月～11月 ／ 休館日なし
12月～３月 ／ 祝日以外の月曜日

および年末年始
（12 月 29 日～１月３日）

一般　３00 円（20 人以上団体は１人 230 円）
高校生 150 円　（20 人以上団体は１人 100 円）
中学生以下　無料

～高野辰之博士・中山晋平先生への想い～皆さんの 声

　辰之博士の「故郷」は全国の
誰もが歌え、とても親しみやす
い歌だと思います。私は「フォ
トサークル写心」というサーク
ルで写真を撮っていますが、「ふ
るさとの風景」を撮るにも、こ
の地域の景色が一番ふさわしい
ですし、この素晴らしい景色が
あったから素晴らしい歌が生ま
れたのだと思います。誰もが親
しめるこの歌が、これからも
ずっと歌い継がれてほしいです。

interview

高
た か み さ わ

見澤清
きよし

さん　（安源寺）

ずっと歌い継がれてほしい
中
な か や ま

山和
か ず こ

子さん　（新野）

小学生のころから歌っています

　「故郷」、「朧月夜」は尋常小
学唱歌だったので、今でも歌っ
ています。また、晋平さんの
「カチューシャの唄」は両親が
歌っていたのでよく覚えていま
す。両親からは、晋平さんは几
帳面で、「らしく」という言葉
が好きな人だったと聞いていま
す。「自分らしく見栄を張るこ
とはない」という意味だと思い
ますが、そんな晋平さんの歌を
これからも歌っていきたいです。

　２年前に高野辰之記念館に行
き、今年は念願の中山晋平記念
館に来ることができました。み
んなでコーラスをしていますが、
お二人の歌を歌えば自分たちが
育った情景が浮かんできて、ま
るで自分の体の中に歌が染み込
んでいるようです。現在、童謡・
唱歌を歌う機会が減っています
が、この素晴らしい歌をぜひ歌
い継いでいってもらいたいです。

（左から）大
お お た わ

多和正
ま さ え

江さん、横
よ こ み ぞ

溝トミさん

体の中に染み込んでいる歌

佐
さ さ き

々木富
ふ き

貴さん、植
う え く さ

草良
よ し こ

子さん（千葉県）
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～中野市イメージソングを知る～

空
み
あ
げ
て

い
ま
目
を
閉
じ
れ
ば
　
連
な
る
山
々

朧
に
か
す
む
月
に
　
菜
の
花
咲
き
ほ
こ
る

あ
ざ
や
か
な
紅
葉
　
新
た
に
は
な
や
ぎ

ふ
か
い
ふ
か
い
雪
を
踏
む
　
足
音
き
こ
え
る

ひ
と
り
旅
だ
っ
て
い
ま

信
じ
る
く
に
（
州
）
を
想
う

い
つ
も
一
緒
だ
っ
た
　
大
き
な
り
ん
ご
の
木

い
ま
を
生
き
る
そ
れ
は
愛
　
愛
す
る
事
　
強
く
な
れ
る

い
つ
も
胸
に
ゆ
め
抱
き
　
空
み
あ
げ
て
歩
も
う

泣
き
た
く
な
っ
た
ら
　
こ
こ
に
お
い
で
よ

こ
と
り
た
ち
が
さ
さ
や
く
　
帰
っ
て
お
い
で
と

い
つ
か
年
老
い
て
ゆ
め
を
　
わ
す
れ
か
け
て
し
ま
っ
て
も

咲
き
た
て
の
あ
の
　
バ
ラ
の
よ
う
に
　
や
さ
し
く
あ
り
た
い

い
ま
を
生
き
る
そ
れ
は
愛
　
愛
す
る
事
　
希
望
の
し
る
し

や
さ
し
い
風
が
ぼ
く
た
ち
を
　
い
つ
で
も
待
っ
て
る
か
ら

い
ま
を
生
き
る
そ
れ
は
愛
　
愛
す
る
事
　
強
く
な
れ
る

い
つ
も
胸
に
ゆ
め
抱
き
　
空
み
あ
げ
て
歩
も
う

偉
大
な
ふ
る
さ
と

世
界
が
ひ
と
つ
に
な
れ

動画を視聴できます
作
詞
　
麻
衣

作
曲
　
松
本
俊
明

編
曲
　
宮
野
幸
子

唄
　
　
麻
衣

中
野
市
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

※ＱＲコードが読み込めない場合は、「Y
ユ ー チ ュ ー ブ

ouTube 中野市イメージソング 空みあげて」と検索し
てください。

　「
シ
ャ
ボ
ン
玉
」
や
唱
歌
「
故
郷
」
な
ど
童
謡
・
唱
歌
の
ふ
る
さ
と
中
野
市
―
。

　
こ
の
中
野
市
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
音
楽
親
善
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
「
麻
衣
」
さ
ん
が
作

詞
し
た
「
空
み
あ
げ
て
」。

　
自
然
の
尊
さ
、
生
き
る
こ
と
、
愛
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
力
強
く
表
現
し
て
い
る

こ
の
歌
を
耳
に
す
る
と
、心
の
中
に
生
ま
れ
育
っ
た
「
ふ
る
さ
と
中
野
市
」
の
情
景
が
、

ふ
と
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

　日本全国の人々に １００ 年以上も愛され続けている
曲「ふるさと」。その曲が生まれた地のテーマソン
グを書く、光栄ながらも、その重みも受け止め、ど
んなことを歌詞に込めるべきなのかを非常に悩みま
した。
　ふるさとは中野市の作詞家高野辰之が作った曲で
すが、日本全国の人が口ずさめる、なぜだろう？と
かんがえていくと、この曲は、美しい日本の自然、
愛する人たち、そして毎日悩みながら生き、ふとし
た時に思い出す心の中のふるさとを歌っていて、歌詞
のひとつひとつに、自らの感情を重ねられるのだと

いうシンプルなことに改めて気づきました。なら
ば、中野市のテーマソングも聴いてくれる方々、
すべての人に届くような歌詞にしたいと強く思い
ました。
　私が歌をつくる、歌う上でいつも常にかんがえ
ていることは、どうしたら、自分が自分に勝てる
かということです。勉強する、仕事をする、人と
一緒に生活をする、すべては自分との戦いで自分
が輝いていなければ、その力は発揮できない。で
も、ただ、自分が輝きたい魅力的になりたい！と
いう願望だけでは、人は強くなれない、でも、誰
かのためにがんばろうと思ったときに出る人間の
パワーほどエネルギッシュなものはないと思うの
です。
　生きて行くということは、まわりの人を愛する
ことそのもの。私はそう思うのです。愛すること
ができれば、優しさをもった強い人になれるので
はないか、その思いでこの歌を作り、そして、こ
れから先 １００ 年先までもこの曲が歌い継がれるこ
とを願っています。

中野市音楽親善アンバサダー

麻
ま い

衣さん

100 年先まで愛され
歌い継がれる曲に



　
土
人
形
は
、そ
の
土
地
の
民
間
信
仰
、

風
習
、
行
事
な
ど
と
結
び
つ
き
、
手
作

り
の
素
朴
さ
が
魅
力
の
郷
土
玩
具
と
し

て
、
古
く
か
ら
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
土
人
形
は
京
都
南
部
で
作
ら
れ
た
伏

見
人
形
が
源
流
と
さ
れ
、伏
見
稲
荷
大

社
の
信
仰
と
結
び
つ
い
て「
稲
荷
み
や

げ
」と
し
て
売
り
出
さ
れ
る
と
、人
々
の

交
流
と
と
も
に
全
国
に
普
及
し
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
か

け
て
は
、
全
国
１
５
０
カ
所
も
の
土
人

形
の
産
地
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
現

在
で
は
４０
カ
所
程
度
と
最
盛
期
に
比
べ

約
４
分
の
１
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

絵付け体験のススメ
「土人形の里」から

　
中
野
市
は
、
奈
良
家
が
制
作
す
る

「
中
野
人
形
」
と
、
西
原
家
が
制
作
す

る
「
立
ヶ
花
人
形
」
の
２
種
類
の
土
人

形
が
伝
承
さ
れ
る
、
全
国
的
に
も
類
い

ま
れ
な
土
人
形
の
里
で
す
。

　
奈
良
家
「
中
野
人
形
」
の
主
な
も
の

は
京
都
伏
見
系
、
西
原
家
「
立
ヶ
花
人

形
」
は
愛
知
三
河
系
の
流
れ
を
く
ん
で

い
ま
す
。
中
野
の
土
人
形
は
、
生
活
や

風
習
に
深
く
結
び
つ
き
、古
く
か
ら「
土

び
な
」
と
呼
び
親
し
ま
れ
、
市
民
に
大

切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
伝
統
的
な
中
野
土
人
形
の
ほ

か
に
、
独
創
的
で
現
代
的
な
要
素
を
取

り
入
れ
た
創
作
土
人
形
を
制
作
さ
れ
る

方
も
増
え
、
土
人
形
が
よ
り
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
勢
の
皆
さ
ん
に
、
土
人
形
の
魅
力

を
感
じ
て
ほ
し
い
―
。
そ
ん
な
願
い
を

込
め
て
、
日
本
土
人
形
資
料
館
、
信
州

中
野
観
光
セ
ン
タ
ー
、
ま
ち
な
か
交
流

の
家
で
は
、
土
人
形
の
絵
付
け
体
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
ま
ち
な
か
交

流
の
家
は
市
内
で
唯
一
、
土
人
形
の
型

づ
く
り
か
ら
体
験
で
き
る
施
設
で
す
。

　
素
焼
き
の
土
人
形
に
塗
料
で
彩
色
す

れ
ば
、
世
界
で
た
だ
一
つ
「
あ
な
た
だ

け
の
土
人
形
」
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

土
人
形
を
手
に
取
れ
ば
、
優
し
く
て
素

朴
な
温
か
さ
が
じ
ん
わ
り
と
伝
わ
っ
て

く
る
は
ず
で
す
。

　
土
人
形
の
愛
ら
し
さ
と
素
朴
さ
を
感

じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
土
人
形
絵
付
け

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
絵
付
け
を
体
験
し
、
自
慢
の

作
品
を
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し

く
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

部
門
の
種
類

・
小
学
校
低
学
年
（
以
下
）
の
部

・
小
学
校
高
学
年
の
部

・
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）

※
人
形
の
種
類
は
、
開
催
す
る
年
に
よ

　
っ
て
異
な
り
ま
す
。

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.city.nakano.nagano.
jp/

郷
土
玩
具
　

土
人
形

中
野
の
土
人
形

絵
付
け
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

土
人
形
の
里
で
絵
付
け
体
験
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※
こ
の
特
集
は
平
成
25
年
12
月
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。



　日本土人形資料館は、全国
の土人形を展示しているほか、
絵付け体験ができます。好き
な人形が選べ、職員が絵付け
の指導も行うので、初心者の
方でも安心です。お一人でも
気軽にお出掛けください。年
末年始は、鑑賞用として縁

え ん

起
ぎ

物
も の

や干
え と

支物
も の

がおすすめです。
来年の干支は「午

う ま

」。
ウマく絵付けでき
たらコンテストに
もご応募を。

日本土人形資料館で館長を務
める山

や ま

田
だ

静
し ず

江
え

さん

創作土人形などを制作している
「人形工房　悠」の池

い け

田
だ

翔
しょう

吾
ご

さん

　「線のはみ出し」などは気に
せず、絵付けは楽しむことが
一番です。僕は面積の広い箇
所から塗り始め、次に細かい
箇所、最後に顔を塗っていき
ます。ポイントは水と絵の具
のバランス。水が少ないと色
がかすれてしまうし、多いと
にじんでしまいます。見本に
こだわらず、好き
な色を使って自
由に絵付けして
みてください。

楽翔会※で創作土人形「楽
ら く し ょ う や き

翔焼」
を制作している関

せ き

泠
れ い

子
こ

さん

　知人に誘われ、絵付け体験を
したことがきっかけでした。以
来、絵付けが楽しくて、やみつ
きになってしまいました。絵付
けをして、出来上がった時の感
動が一番の魅力ではないかと
思います。絵付けの良いところ
は、自宅でもできるし、力もい
りません。失敗しても塗り直し
ができるので、興
味のある方は一度
体験してみてはい
かがでしょうか。

※
土
人
形
に
興
味
の
あ
る（
公
社
）中
野
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
の
皆
さ
ん
で
設
立
。「
楽
翔
焼
」と
名
付
け
た
創
作
土
人
形
な
ど

を
制
作
し
て
い
る

土人形絵付けの魅力ちょっ
と聞い

てよ

１ 中野人形師奈
な ら

良久
ひ さ

雄
お

さん・由
ゆ き お

起夫さんによ
る絵付けの実演と指導もあります（写真は由
起夫さん）２ 第８回土人形絵付けコンテスト
の対象となる土人形です　３ 職員が出向いて
絵付けの指導も行います（写真は中野小学校
６年２組の親子）　４ まちなか交流の家では、
土人形の型作りから体験ができます　５ 絵付
けは心の赴くままに…　６ 人形は顔が命。緊
張の瞬間です　７ 各施設には絵付け道具が
用意してあります。お気軽にお出掛けください

１ ２

３ ４ ５

６ ７
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絵付け体験に行ってみよう！

市内在住の大
お お

須
す

賀
が

由
ゆ み

美さん・
瞭
りょう

太
た

くん親子に土人形絵付け
体験をしていただきました。

１

２ ４

５ ６ ７

８

土人形を選ぶところからスタートです。

瞭太くんは「招き猫」、由美さんは「春駒」
を選びました。

迷っちゃうな…

これはどう？

貯金箱にしよう

かわいいでしょ

職員から絵付けの説明を聞きます。

上手に出来るかな…

わかりました

由美さんは見本を見ながら、瞭太くん
は悩みながら絵付けスタートです。

普通じゃつまらないなぁ

見本を参考にしながら…

瞭太くんは完成形がイメージできたよ
うです。どんな招き猫ができるかな。

いよいよラストスパート！２人とも絵
付けに集中しています。

うろこを描いて…

由美さんは人形の顔を描き始めました。
緊張の瞬間です。

オリジナルの土人形が完成しました。
出来栄えはいかがですか？

細い線が難しい（汗）
あと少しで完成だ

いい感じ♥

結構、自信作！

招きドラゴンです

絵付け体験の感想を伺いました

　想像していたよりも難しかっ
たですが、楽しく絵付けができま
した。特に目を描くのが大変で
した。また挑戦してみたいです。

　心を静め、素朴な土人形に鮮や
かな色で描いていく作業に癒され
ました。日々慌しくされている方に
こそお勧めしたいですね。

３
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まちなか交流の家
中野市中央四丁目２番 ３３号
（２３）２０７７
午前９時～午後５時
水曜日・年末年始
無料（体験料は別途）

住

営
休
料

☎

日本土人形資料館
中野市大字中野 １１５０ 番地
（２６）０７３０
午前１０時～午後４時
（３月～１１月は　午前９時～午後５時）
木曜日・年末年始
一般２００円、高校生１００円（２０人以上
の団体は割引あり）　（体験料は別途）

住

営

休
料

☎

信州中野観光センター
中野市大字草間 １５３９ 番地１
（２３）５５８１
午前９時～午後６時
無休
無料　（体験料は別途）

住

営
休
料

☎

絵付け体験が楽しめる施設

創作土人形で願いを届けますいいね！

交通安全の願いを込めて

　中高交通安全協会は、平成 ２２ 年から創作土
人形「お福さん」を活用した啓発活動を行っ
ています。秋の交通安全運動期間中には、交
通安全の願いを込めて、中高安全協会女性部
の皆さんが絵付けをしたお福さん約 ５０ 体を、
高齢者対象の街頭指導の際に配布しました。
お福さんは、表情が豊かでかわいらしく、啓
発キャラクターにはもっ
てこいとのこと。お福さ
んは今日も皆さんの交通
安全を願っています。

震災復興の願いを込めて

　中野小学校６年１組は、来年の干支にちなんで
馬の創作土人形に絵付けをし、東日本大震災で被
災した宮城県仙台市立中野小学校の児童へ手紙を
添えて送ります。この取り組み
は、昨年に引き続き行われるも
ので、被災地にも同じ「中野小
学校」があることを知った同ク
ラスが、被災した児童を励まそ
うと始めたものです。土人形に
は、児童たちの幸せを願う気持
ちが込められています。

絵付け指導員 直子さんの 土人形絵付けアドバイス

目を描く時は、利き手と反対
の目から。筆を持つ手の小指
を支えにするのがコツです。

人形を逆さにしたり回したり
しながら描くのも上手に描く
ポイントです。

線は横に引くより縦に引く方
が簡単です。上塗りすれば消
えるので恐れず大胆に！

桜はハートマークを５つ、梅は
丸を６つ描くだけ。梅の丸は大
きさを変えるのがポイントです。

筆が割れたら水を付けるか、絵
の具を付けて新聞紙などで筆を
回しながら引いて整えます。

へぇー

ナルホド！ フムフム

思い切りが

大事なんだ やって
みよう

うまくできそうだ！！

かわいい！

43 広報なかのvol.１別冊



２０１４ 信州なかのバラまつり
第１章「つぼみ・むすぶ・ひらく」

２２ 日間の開催期間中に、約 ５8,000 人の皆さん
が来園し、美しいバラとさまざまなイベントを
楽しみました。

　

２1
回
目
を
迎
え
た

「
２
０
１
４
信
州
な
か
の

バ
ラ
ま
つ
り
」
は
、
テ
ー

マ
を
「
Ｒり

ぼ

ん

ｉ
ｂ
ｂ
ｏ
ｎ
～

つ
ぼ
み
・
む
す
ぶ
・
ひ
ら

く
～
」
と
し
、
平
成
26
年

６
月
１
日
か
ら
２2
日
ま
で

の
２2
日
間
に
わ
た
り
、
一

本
木
公
園
を
会
場
に
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
よ
り
も
開
花
時
期

１、２、６、８、９）来園
された皆さんを満開のバ
ラが迎えます。３、４）
階段を上るとイングリッ
シュガーデンから北信五
岳までもが一望できます。
５）大人気の中野青年会
議所「写生コンクール」。
７）夜にはバラがライト
アップされました。

園内風景

１

４

６

５

３

９

７

８

２
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。



が
早
ま
る
中
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
約

５
万
８
０
０
０
人
の
皆
さ

ん
が
来
園
さ
れ
、
８
５
０

種
２
５
０
０
株
の
美
し
い

バ
ラ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
全
国
か
ら
バ
ラ

を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し

て
い
る
自
治
体
が
集
う

「
第
２３
回
ば
ら
制
定
都
市

会
議
（
通
称
ば
ら
サ
ミ
ッ

ト
）」
も
開
催
さ
れ
、
バ

ラ
を
ま
ち
お
こ
し
に
活
用

す
る
た
め
の
情
報
交
換
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

信
州
な
か
の
バ
ラ
ま
つ

り
と
ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
は
、

中
野
市
バ
ラ
ま
つ
り
実
行

委
員
会
、
第
２３
回
ば
ら
制

定
都
市
会
議
実
行
委
員

会
、
一
般
社
団
法
人
一
本

木
公
園
バ
ラ
の
会
会
員
の

ほ
か
、
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

の
協
力
に
支
え
ら
れ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

信
州
な
か
の
バ
ラ
ま
つ

り
と
一
本
木
公
園
が
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
親

し
ま
れ
続
け
る
場
所
で
あ

る
よ
う
に
、
大
勢
の
方
か

ら
協
力
を
得
て
、
こ
れ
か

ら
も
バ
ラ
と
皆
さ
ん
の
物

語
は
続
き
ま
す
。

１）ＨＩＰＨＯＰ ダンス。２）フラダ
ンス。３）ブルガリア民族音楽。
４）フラワーアレンジメントシ
ョー。５）混声合唱。６）バグ
パイプ演奏。７、８）ローズ・Ｊ
ＡＭ。９）小

お さ な い

山内健
け ん

さん講演会。

野外ステージイベント

なかのローズタウン・市街地の様子
１）なかのローズタウン実行委員の皆さんが
出店で来場者をお出迎え（写真：信州中野商工
会議所青年部）。２、３）テーマを「バラの楽
園」とし、越ちひろさんと中野立志館高校美
術部によって行われた「ばらライブペイント」。
４）中央広場公園を会場に行われた「なかの
花づくりコンテスト 2014」。５、６）期間中は、
市街地の至る所でバラが花を咲かせました。

２

２

５

１３

４

６

３６ ３

２

１５ ４

９

７

８

45 広報なかのvol.１別冊

～ 2014 信州なかのバラまつりの様子をご紹介します～



　
平
成
26
年
６
月
１２
日
か
ら
１３
日

に
か
け
て
第
２３
回
ば
ら
制
定
都
市

会
議
（
通
称
ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
は
、
バ
ラ
を
市

町
村
の
花
と
し
て
制
定
し
て
い
る

地
方
公
共
団
体
な
ど
２２
の
自
治
体

で
組
織
さ
れ
、
バ
ラ
を
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
す
た
め
の
情
報
交
換
や

技
術
交
流
を
目
的
に
、
毎
年
全
国

各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
の
開
催
は
、
平
成
１６
年

以
来
２
度
目
で
あ
り
、
当
日
は
県

内
外
か
ら
本
市
を
含
む
９
自
治
体

が
参
加
し
、
本
会
議
や
栽
培
技
術

の
意
見
交
換
会
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
に
合

わ
せ
、
駐
日
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国

特
命
全
権
大
使
と
カ
ル
ロ
ヴ
ォ
市

バ
ラ
の
女
王
を
お
迎
え
し
た
ほ

か
、
バ
ラ
育
種
家
の
河か

わ

い合
伸た

か

し志
さ

ん
が
本
市
に
寄
贈
さ
れ
た
新
品
種

の
バ
ラ
の
発
表
会
な
ど
各
種
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
は
「
加
盟
自
治
体
は

バ
ラ
を
通
じ
て
豊
か
な
地
域
創
造

の
た
め
、
永
年
に
わ
た
っ
て
の
交

流
を
礎
に
、
多
様
な
交
流
と
連
携

を
促
進
す
る
」
と
い
っ
た
中
野
宣

言
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
今
後
も
、
ば
ら
サ
ミ
ッ

ト
加
盟
団
体
と
の
交
流
・
連
携
を

図
り
な
が
ら
市
民
の
皆
さ
ん
と
協

力
し
、
花
と
緑
に
あ
ふ
れ
る
潤
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

第 ２３ 回ばら制定都市会議（ばらサミット）

第２章「バラを通して深まる絆」

全国各地から本市を含む９自治体が参加し、加盟団体相互で交流や情報交換が
行われたほか、バラを通じて豊かな地域創造に邁

まい し ん

進することを宣言しました。

スカーレットイワミザワ
【北海道】岩見沢市

さかきの輝
【長野県】坂城町

かに乙女
【岐阜県】可児市

ハイネス雅
【岐阜県】神戸町

▲中野市の新品種のバラ
名称は「なかの小

こ ま ち

町」に決定

１）参加自治体がバラをどのよう
にまちづくりに生かしているかを
発表。（写真：島田市長）２）バ
ラ育種家・河合伸志さんの記念講
演会。３）本市のほか坂城町と信
越自然郷がブースを出展し PR 活
動をしました。４）真剣な眼差し
で発表を聞く参加者の皆さん。５）
駐日ブルガリア共和国特命全権大
使ゲオルギ・ヴァシレフさん（左）
とカルロヴォ市バラの女王デシス
ラヴァ・ボゴイスカさん。（右）６）
各自治体の現況や課題を話しあっ
た栽培技術意見交換会。

２

１３

４

５

６
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≪第 ２３ 回ばらサミット参加自治体と各自治体のバラを紹介≫

ミスシマダ
【静岡県】島田市

にしお小町
【愛知県】西尾市

ウルヴァリン：FUKUYAMA
【広島県】福山市

かすやの里
【福岡県】粕屋町

７、 ８）新品種のバラの
名称発表会と表彰者の皆
さん。９）本市出身のな
かのバラ大使、西

に し ま る

丸優
ゆ う こ

子
さんも一緒に植樹を行い
ました。１０）ばらサミッ
ト開催を記念し、参加自
治体など関係者で行った
記 念 植 樹。1１、 1２、 1３）
中野立志館の高校生が吹
奏楽のほか、ボランティ
ア活動を通して学んだこ
となどを発表した「もう
ひとつのばらサミット」。

１０

７

８

９１１

１２

１３
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バラまつり・ばらサミットを支えた力

来園者の方に喜んでいただくため、日々イベントを
支えた実行委員やボランティアスタッフの皆さん。
バラとともに来園者の皆さんにも笑顔の花が咲き、
決して忘れることのできない ２２ 日間となりました。

１、４）入園券の発行や、園内
放送も行う高校生ボランティア
の皆さん。２）実行委員でそろ
えたシャツの背中には、昨年書
道パフォーマンスいただいた書
家・金

か な ざ わ

澤翔
し ょ う こ

子さん作品の「薔
ば ら

薇」
の文字が。３）芳川会長が率先
して来園者の皆さんをご案内。
５）脇田実行委員長が生放送の
ラジオ番組に出演中。６、７）
園内の管理や案内などを行う一
本木公園バラの会の皆さん。

１２

４

７

６

５
第３章「支え合う力・笑顔の花」

３

　大勢の団体の皆さんが、
ばらサミットをより良くし
たい思いがあり、それを形
にしていくのは大変でした
が、その思いがまとまって
初の総合パンフレットが完
成したことはとても感慨深
いものがあります。中野宣
言のとおり、花と笑顔があ
ふれる町を目指すとともに、
次回ばらサミット開催都市
の島田市の成功を願います。

花と笑顔があふれる町に

実行委員長　脇
わ き た

田綱
つ な お

雄さん
ばら制定都市会議実行委員会
…バラにあわせた市内観光を
考えるとともに、ばらサミッ
トの企画・運営に携わる

第 23 回ばら制定都市会議
実行委員会

　会長になって初めてのバ
ラまつりが終わりました。
入園券や販売ブースのテン
ト変更など新しいことにも
挑戦し、大変な毎日でした
が、たくさんのスタッフと
お客さんの笑顔に支えられ
て乗り切ることができまし
た。今後は世代交代をしな
がら新しい発想も取り入れ、
次の区切りである第 ３０ 回開
催を目指していきたいです。

皆に支えられた 22日間

会長　芳
よしか わ

川博
ひろ し げ

成さん
バラまつり実行委員会…中野
市のバラの素晴らしさを市内
外に周知するとともにバラま
つりの企画・運営に携わる

中野市
バラまつり実行委員会

　来園者の皆さんに対し、
パンフレットの配布や入場
者数のチェックなどを行い
ました。ボランティアとし
て参加するのは初めてでし
たが、来られた方に「あり
がとう」と言われた時はと
ても嬉しく、この経験を自
分自身のこれからにも生か
していきたいと思います。
今後も、このような機会が
あればぜひ参加したいです。

今後に生かしたい経験

湯
ゆ も と

本桃
も も か

香さん　

高校生ボランティア

高校生ボランティア…バラ
まつりを円滑に運営するた
め、来園者の方への対応や
入園券の発行などに関わる

　一年を通してバラの管理
をしています。生き物相手
なので絶やさず維持してい
くことは大変ですが、来園
された皆さんの反応や笑顔
を間近で見ると、とても幸
せな気持ちになれます。私
たちにとって一本木公園が
自慢の場所なので、若い方
たちにより多く参加してい
ただき、バラまつりが末永
く続いていってほしいです。

一本木公園が自慢の場所

会員の皆さん
一本木公園バラの会…指定
管理者としてバラや植樹の
管理、施設の保守業務のほ
か企画・運営に関わる

一本木公園バラの会
一般社団法人

48別冊 広報なかのvol.１



ご
来
園
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

来
年
も
満
開
の
バ
ラ
が

皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
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祭
り
の
本
質
は
神
の
歓か

ん
た
い待

で
す
。
普
遍
的

な
願
い
で
あ
る
天
下
泰
平
、
五
穀
豊
穣
な
ど
、

人
々
の
祈
り
や
感
謝
を
伝
え
る
た
め
に
、
神

を
招
き
、
仕
え
、
奉
る
と
と
も
に
供
え
物
や

芸
能
娯
楽
を
も
っ
て
神
々
を
も
て
な
し
ま
す
。

神
は
人
と
似
て
非
な
る
も
の
で
す
が
、
民
俗

の
世
界
で
は
人
が
喜
ぶ
こ
と
は
神
も
喜
ぶ
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
今
日
の
祭
り
で

行
わ
れ
る
芸
能
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
政
治
の
こ
と
を
「
ま
つ
り
ご
と
」

と
も
呼
ぶ
の
は
、
古
代
日
本
で
は
、
祭さ

い

し祀
を

司
る
者
と
政
治
を
司
る
者
が
一
致
し
た
体
制

で
あ
っ
た
た
め
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
祭
り
文
化

特
集

歴
史
と
文
化
が
香
る 

信
州
中
野
の
秋
祭
り

　
信
州
中
野
の
秋
の
夜
―
。
市
内
各

地
区
で
秋
祭
り
が
行
わ
れ
、
心
待
ち

に
し
て
い
た
地
域
の
皆
さ
ん
は
自
然

と
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
す
。

　
獅
子
舞
の
華
麗
な
舞
や
、
笛
と
太

鼓
の
心
弾
ま
せ
る
音
色
は
、
今
と
昔

を
つ
な
ぐ
「
歴
史
と
文
化
」
を
運
ん

で
き
ま
す
―
。

④⑤

祭
り
の
目
的

　
農
村
に
お
い
て
の
祭
り
は
、
春
祭
り
と
秋

祭
り
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
そ
の
目
的
と
し
て
は
、
春
は
そ
の
年

の
豊
作
を
祈
り
、
秋
は
収
穫
に
感
謝
す
る
祭

り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
春
祭
り

に
は
ど
こ
と
な
く
緊
張
感
が
あ
り
ま
す
が
、

秋
は
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
た
人
々
が
一
丸
と

な
っ
て
収
穫
を
喜
び
合
う
た
め
、
大
変
賑
や

か
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
娯
楽
の
少
な
い
時
代
、
祭
り
は
村
人
が
一

同
に
集
ま
る
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、
そ
こ
で

奉
納
さ
れ
る
芸
能
を
皆
が
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
れ
は
同
時
に
来
訪
し
た
神
を
「
皆
で
も
て

な
す
こ
と
」
と
同
義
で
も
あ
り
ま
し
た
。
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。



※１、２、３：南永江区　※４、５：西江部区　※６、７：桜沢区

①

②

③

⑥⑦

　
お
祭
り
の
獅
子
舞
や
お
囃
子
が
自
発
的
に

作
ら
れ
た
と
い
う
所
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
ほ
か
の
地
域
か
ら
学
ん
だ
り
伝
わ
っ
た

も
の
が
発
祥
の
起
源
と
な
る
場
合
が
多
く
、

獅
子
舞
や
お
囃
子
は
、
近
隣
の
村
や
地
域
と

と
て
も
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
神
楽
に
三
味
線
を
用
い
る
と
こ

ろ
を
よ
く
「
イ
タ
コ
」
と
呼
び
ま
す
が
、
こ

の
三
味
線
を
用
い
た
神
楽
が
市
内
南
部
の
延

徳
、
平
野
、
高
丘
一
帯
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

市
内
だ
け
で
な
く
、
そ
の
範
囲
が
小
布
施
町

や
長
野
市
豊
野
方
面
へ
と
街
道
筋
に
沿
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
道
中
で
伝
え
合
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
竹
原
区
で
行
わ
れ
る
花
火
は
、
秋

祭
り
の
奉
納
花
火
の
先
駆
的
存
在
で
あ
り
、

こ
れ
が
起
点
と
な
っ
て
、
市
内
各
地
で
奉
納

花
火
を
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
こ
と
も
大
変
興
味
深
い
も
の
で
す
。

信
州
中
野
と
祭
り

芸
能
の
起
源
と
伝
承

　
市
内
北
部
で
は
、
獅
子
舞
を
行
わ
ず
大
太

鼓
を
盛
大
に
叩
き
鳴
ら
し
、
獅
子
舞
の
代
わ

り
に
奉
納
す
る
様
子
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
市
内
だ
け
で
も
数
多
く
の
特
徴
を

持
っ
た
獅
子
舞
や
お
囃
子
が
存
在
し
ま
す
。

　「
大
勢
の
人
が
皆
で
楽
し
む
。」
祭
り
の
本

質
で
あ
る
こ
の
こ
と
は
、
昔
も
今
も
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
あ
、
信
州
中
野
の
祭
り

を
知
り
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
祭
り
に
思

い
を
馳
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
に
は
き
っ

と
、
過
去
か
ら
脈
々
と
続
く
、
地
域
の
歴
史

と
文
化
の
香
り
を
感
じ
と
れ
る
は
ず
で
す
。

【
参
考
資
料
】
ふ
る
さ
と
の
祭
り
（
中
野
市
中
央
公
民
館
・

高
井
地
方
史
研
究
会
）
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池
い け だ

田茂
しげる

中野市長

湯
ゆ も と

本洋
よう い ち

一さん
赤岩区氏子副総代長

田
た な か

中紅
く れ は

葉さん
中野立志館高等学校
副生徒会長

出
で が わ

川聖
あ き ら

流さん
中野立志館高等学校
生徒会役員

中
なか む ら

村敏
とし ゆ き

幸さん
日和山神社
芸能保存会長

お
祭
り
に
対
す
る
「
イ
メ
ー

ジ
」
や
「
思
い
」
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

池
田
　
幼
い
こ
ろ
の
私
に
と
っ
て

お
祭
り
は
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
と
て
も

賑
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
地
元
の
お
祭
り
し
か

参
加
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
市

長
に
な
っ
て
か
ら
「
中
野
市
っ
て

お
祭
り
多
い
よ
ね
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
か
ら
、
各
地
区
に
お
祭
り
が

し
っ
か
り
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
天
領
時
代
の
文
化
に
つ
な
が
る

一
つ
の
証
で
も
あ
る
の
で
、
大
事

に
残
し
て
い
く
と
と
も
に
貴
重
な

財
産
と
し
て
情
報
発
信
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

湯
本
　
お
祭
り
は
江
戸
時
代
の
後

半
か
ら
各
地
区
で
盛
ん
に
行
わ
れ

て
き
た
も
の
で
す
。
お
祭
り
に
は

い
ろ
ん
な
芸
能
が
付
随
し
て
お

り
、
江
戸
時
代
の
文
化
が
現
在
に

残
る
貴
重
な
文
化
財
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

田
中
　
私
の
お
祭
り
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
伝
統
を
守
っ
て
い
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
お
囃
子

と
か
も
本
当
に
よ
く
聞
か
な
い
と

分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
て
、
祖

父
や
祖
母
に
聞
け
ば
、
五
穀
豊
穣

を
唄
っ
て
い
た
り
と
、
と
て
も
大

切
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
く

お祭り座談会
～地域文化の継承を考える～

こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　お
祭
り
の
実
情
や
苦
労
さ
れ

る
こ
と
は
何
で
す
か
。

中
村
　
約
50
年
前
か
ら
保
存
会
と

し
て
活
動
し
て
お
り
、
今
は
４５
名

ほ
ど
の
方
が
常
時
参
加
し
て
く
れ

て
い
ま
す
が
、
一
番
の
問
題
は
後

継
者
が
減
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

や
り
た
く
な
い
の
で
は
な
く
、
地

域
か
ら
人
が
出
て
行
っ
て
し
ま

い
、
や
る
人
が
い
な
い
こ
と
が
問

題
で
す
ね
。
あ
と
「
残
っ
た
後
継

者
を
い
か
に
育
て
て
い
く
か
」
も

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

出
川
　
自
分
の
地
区
で
は
、
小
学

生
の
子
ど
も
た
ち
が
太
鼓
演
奏
な

ど
で
お
祭
り
に
参
加
し
て
い
ま
す

が
、
ど
ん
ど
ん
人
数
が
減
っ
て
き

て
い
る
の
で
寂
し
く
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
祭
囃
子
を
演
奏
す
る
人
も
、

ど
ん
ど
ん
年
を
取
っ
て
い
く
の
で

「
若
い
人
」
と
い
っ
て
も
小
学
生

し
か
参
加
し
て
い
な
く
て
、
自
分

も
含
め
ほ
か
の
高
校
生
も
、
見
に

行
く
こ
と
は
あ
っ
て
も
あ
ま
り
参

加
し
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

湯
本
　
厳
し
い
実
情
も
あ
り
ま
す

が
、
祭
り
は
貴
重
な
文
化
財
な
の

で
私
た
ち
の
時
代
で
終
わ
ら
せ
て

し
ま
っ
て
は
大
変
も
っ
た
い
な
い

と
思
い
ま
す
。
中
野
市
の
祭
り
は

各
地
区
で
特
徴
が
あ
り
、
ほ
か
で

は
真
似
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

「
お
ら
ほ
の
祭
り
」
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
祭
り
は
、
区
民

の
方
が
楽
し
み
な
が
ら
、
市
内
外

の
方
や
海
外
の
方
に
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
、
財
産
と
し
て
継
承
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
大
き
な
都
市
で
は

で
き
な
い
こ
と
で
す
ね
。

継
承
に
必
要
な
こ
と
は
、
ど

う
い
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

田
中
　
私
の
住
む
地
域
で
は
、
保

存
会
の
人
と
子
ど
も
た
ち
が
祭
り

に
参
加
し
ま
す
が
、
男
の
子
し
か

参
加
し
て
は
い
け
な
い
と
い
っ
た

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。
今
で
は

人
数
が
少
な
く
て
女
の
子
も
参
加

し
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
決
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ま
り
を
作
る
こ
と
な
く
、
ど
ん
な

人
で
も
希
望
す
る
人
に
は
参
加
で

き
る
よ
う
に
変
え
ら
れ
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

池
田
　
私
が
横
浜
に
住
ん
で
い
る

と
き
に
、「
祭
り
だ
か
ら
田
舎
に

帰
り
ま
す
」
と
い
う
人
が
い
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
お
祭
り
の
文

化
は
、
た
と
え
市
外
へ
出
て
い
く

人
で
も
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
残

し
て
お
く
一
つ
の
方
法
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
先
日
、
赤
岩
区
の

お
祭
り
に
行
っ
た
際
、「
祭
り
の

た
め
に
帰
っ
て
き
た
」
と
、
全
く

同
じ
こ
と
を
話
す
方
が
い
て
、
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
。
祭
り
は
、

地
区
ご
と
独
自
に
行
い
ま
す
が
、

市
全
体
と
し
て
も
財
産
で
す
。
ま

ず
は
ほ
か
の
地
区
で
ど
ん
な
祭
り

が
行
わ
れ
て
い
る
か
「
知
っ
て
も

ら
う
」
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

中
村
　
草
間
で
は
、
夜
の
部
は
大

人
だ
け
で
す
が
、
昼
の
部
に
は
サ

サ
ラ
と
い
う
役
で
小
学
生
に
出
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
民

館
の
文
化
祭
に
も
子
ど
も
た
ち
に

出
て
も
ら
う
な
ど
、
小
さ
な
こ
ろ

か
ら
お
祭
り
に
関
わ
る
こ
と
で
次

の
継
承
に
つ
な
が
っ
て
い
け
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

湯
本
　
赤
岩
地
区
の
お
祭
り
は
毎

年
１０
月
７
・
８
日
に
行
わ
れ
ま
す

が
、
そ
の
際
に
は
小
学
校
が
お
休

み
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ど

の
子
も
お
祭
り
に
参
加
で
き
る
と

い
う
の
は
、
ほ
か
の
地
区
で
は
な

い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
年
の
干
支
の
人
は
全
員
参
加

す
る
な
ど
の
仕
組
み
も
出
来
上

が
っ
て
お
り
、
８
日
の
昼
は
山
車

が
里
宮
か
ら
中
社
へ
練
り
歩
く
の

で
す
が
、
そ
の
沿
道
に
は
平
日
・

休
日
を
問
わ
ず
約
千
人
の
人
が
集

ま
り
ま
す
。

田
中
　
小
学
校
が
休
校
す
る
と
い

う
の
は
す
ご
い
で
す
ね
！

最
後
に
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て

お
祭
り
が
ど
う
な
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
か
。

田
中
　
伝
統
で
す
し
、
私
た
ち
が

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

な
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
に
興
味
を

持
っ
て
い
て
も
ら
え
る
よ
う
、
今

か
ら
、
老
若
男
女
問
わ
ず
に
伝
承

し
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
や
り

た
い
と
い
う
希
望
の
あ
る
人
が
ど

ん
ど
ん
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

出
川
　
祭
り
文
化
は
継
承
し
て
い

く
べ
き
だ
と
自
分
も
思
い
ま
す
。

地
域
の
中
で
は
、「
よ
そ
の
と
こ

ろ
に
参
加
す
る
の
は
失
礼
」
と
い

う
考
え
も
あ
る
の
で
す
が
、
皆
さ

ん
と
話
し
て
み
て
、
や
っ
ぱ
り
い

ろ
ん
な
お
祭
り
に
参
加
し
て
行
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

田
中
　
私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
見

に
行
き
た
い
ん
だ
け
ど
、
違
う
地

区
だ
と
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
感
が
あ
る

の
で
、
チ
ラ
シ
と
か
で
ほ
か
の
地

域
の
祭
り
の
情
報
を
得
た
り
で
き

る
と
良
い
で
す
ね
。

池
田
　
ま
さ
に
「
見
に
来
て
い
た

だ
く
だ
け
」
で
も
い
い
ん
で
す
。

見
て
も
ら
う
こ
と
で
そ
の
地
域
が

活
気
付
く
と
思
い
ま
す
ね
。

中
村
　
そ
う
で
す
ね
。
見
に
来
て

い
た
だ
き
、
獅
子
舞
な
ど
の
出
番

が
増
え
れ
ば
、
そ
の
分
練
習
す
る

と
い
う
と
こ
ろ
に
も
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。
市
で
も
設
備
の
援
助

も
含
め
、
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
会
な

ど
を
企
画
し
、
出
演
さ
せ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
計
画
し
て
も
ら
え
れ

ば
あ
り
が
た
い
で
す
。
出
る
か
ら

に
は
練
習
す
る
と
思
う
の
で
、
そ

う
い
っ
た
環
境
も
地
域
の「
誇
り
」

や
「
自
慢
」
に
な
り
、
継
続
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

湯
本
　
ほ
か
の
地
域
の
お
祭
り
を

見
る
機
会
は
少
な
い
と
思
う
の

で
、
県
外
の
お
客
さ
ん
に
も
見
に

来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
で

す
ね
。
天
領
時
代
の
こ
ろ
か
ら

受
け
継
が
れ
て
い
る
文
化
な
の

で
、
堂
々
と
皆
さ
ん
に
見
て
い
た

だ
き
、
お
祭
り
を
大
き
な
商
品
と

し
て
観
光
客
に
も
来
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
お
祭
り
文
化
も
今
後
継

承
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
観

光
客
が
来
る
と
い
う
こ
と
は
、
自

然
と
お
金
も
動
く
よ
う
に
な
る
の

で
、地
域
も
潤
い
、町
全
体
も
潤
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思

い
ま
す
。
特
に
、
海
外
の
方
に
は

日
本
の
地
域
文
化
と
し
て
、
と
て

も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

池
田
　
湯
本
さ
ん
か
ら
も
あ
り
ま

し
た
が
、
知
恵
を
絞
っ
て
、
伝
統

を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
行
政
と

し
て
大
切
な
こ
と
の
一
つ
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
お
祭
り

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
来
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
こ
の
地
域
の
良
さ

を
感
じ
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
よ
っ

て
「
来
た
方
と
の
つ
な
が
り
を
残

し
て
い
く
」
仕
組
み
を
作
っ
て
い

く
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

全
国
の
大
き
な
お
祭
り
に
目
が
行

き
が
ち
で
す
が
、「
地
元
に
こ
れ

だ
け
の
お
祭
り
が
あ
る
ん
だ
」
と

い
う
こ
と
に
私
も
感
動
し
て
い
ま

す
。
伝
統
が
こ
の
地
域
に
息
づ
い

て
い
る
こ
と
を
認
知
し
て
い
た
だ

き
、
生
き
生
き
と
祭
り
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
市
の
財
産
と
し
て
残

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

皆
さ
ん
も
お
祭
り
に
興
味
が

湧
い
て
き
ま
せ
ん
か
。

さ
あ
、
各
地
域
自
慢
の
「
お

ら
ほ
の
祭
り
」
に
出
掛
け
て

み
ま
し
ょ
う
。
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　安源寺の秋祭りに舞う青獅子の起源
は、寛文5年(1665)の社殿再興祝賀
祭のころから行われたといわれ、伊勢
の御

お

師
し

系の芸能者から教わったものな
どと伝えられています。
　舞台での舞の演目は、少女が舞う
「豊

と よ さ か

栄の舞」、少年が舞う「赤獅子」、
青年が舞う「青獅子」へと続いていき
ます。青獅子は親が二人立ちの獅子、
子が一人の演技者となり、親の獅子頭
が板を２枚合わせた形で色が青いこと

　
安
源
寺
の
お
祭
り
は
、
私
が

小
さ
い
こ
ろ
は
青
森
や
秋
田
か

ら
馬
が
来
て
「
馬
市
」
な
ど
の

市
が
開
か
れ
、
1
週
間
ほ
ど
縁

日
行
事
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
近

隣
地
域
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に

し
て
い
た
大
き
な
行
事
だ
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
昔
か
ら
伝
統
と
し
て
受
け
継

が
れ
て
き
た
文
化
で
あ
り
、
青

獅
子
を
見
た
い
と
来
て
い
た
だ

く
方
も
い
る
こ
と
は
と
て
も
自

慢
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
今
で
は
人
口
の
減

少
に
伴
い
、
舞
い
手
が
少
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、

人
手
を
確
保
す
る
の
は
と
て
も

苦
労
を
感
じ
ま
し
た
。
青
獅
子

の
曲
芸
の
よ
う
な
舞
や
迫
力
満

点
の
花
火
は
、
ほ
か
で
は
見
ら

れ
な
い
も
の
だ
と
思
う
の
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
こ
の
自
慢
の
伝
統
を
残

し
て
い
き
た
い
で
す
。
　

自
慢
の
伝
統
文
化
を

残
し
て
い
き
た
い

から青獅子と呼ばれています。
　赤獅子が終わり青獅子が始まると、
その口と尾につけた煙硝の筒に火が付
けられ、暗黒の舞台に火の波紋が激し
く揺れます。煙が充満する中を左右す
る獅子の動きは、怪物の様相を呈し、
観衆に固唾を呑ませます。
　また、青獅子の獅子頭は板獅子系で
ほかに見られないもので、親獅子が肩
車や横転など曲芸的なことも行う要素
と併せ、歴史的に大変貴重なものです。

➊右が親獅子で左が子獅子。➋肩車をした親獅子が
提灯を落とす。多くの提灯が落ちると五穀豊穣につ
ながるといわれている。➌、➍緊張した面持ちで赤
獅子を舞う少年たち。➎伝統を感じる豊栄の舞。

（安源寺区）

小
お う ち は ち ま ん

内八幡神社

青獅子

（市指定無形民俗文化財）
動画を視聴できます

【氏子総代長】

高
た か み さ わ

見澤　武
つよし

さん

２

３

５

４

１

神社名：小内八幡神社

神社D
（ デ ー タ ）

ATA

住所：安源寺 572 番地
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祭
り
を
通
し
て
み
て
、
人
手
を

集
め
る
こ
と
や
、
祭
り
の
道
具
を

修
理
し
な
が
ら
大
事
に
使
わ
な
く

て
は
い
け
な
い
こ
と
は
と
て
も
大

変
で
し
た
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て

自
慢
の
鬼
獅
子
を
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
協
力
の
お
か
げ
で
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
今

は
と
て
も
達
成
感
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
鬼
獅
子
は
、
舞
う
内
容
が
毎

年
違
い
、
そ
の
年
で
な
い
と
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
舞
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、二
日
目
に
は
、「
サ

サ
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
役
を
子
ど

も
達
が
演
じ
る
な
ど
、
見
ど
こ

ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
ぜ

ひ
直
接
見
に
来
て
い
た
だ
き
迫

力
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　
こ
の
地
域
に
と
っ
て
の
伝
統

芸
能
で
あ
る
鬼
獅
子
を
、
地
域

の
み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
後

世
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　日和山神社で舞う迫力溢れる鬼獅子の舞―。こ
の鬼獅子の起源について断定されてはいませんが、
代々伝わる獅子舞の道具に天保年間の記載があった
ことから、天保年間（1830 ～ 44 年）にはすでに獅
子舞が行われていたのではないかと考えられます。
　全体を通した獅子舞の所要時間は、約２時間 40
分であり、お囃子には三味線が使われ、「神楽」、「鈴
神楽」、「持

も ち こ み

込神楽（ササラ）」、「鬼獅子」、「太
た ち

刀神
楽」、「伊勢神楽」、「正

しょうだい

大神楽」の７つの舞が違った
ストーリーを表現しています。なお、秋祭り当日は、
その年に舞う内容をその中から選び、最後に鬼獅子
の舞が行われます。
　出てくる鬼は面を着けず、体中に赤や黒の化粧を
し、手には金棒を持ち、腰に腰みのという衣装を身
に着けます。鬼が出てくるのは、南信を除き全県的
にも珍しく、恕声を発して飛び上がり獅子に立ち向
かう場面は殺気すら感じ、会場は熱気に溢れます。

（草間・日和区）

日
ひ よ り や ま

和山神社 鬼獅子

（市指定無形民俗文化財）

皆
さ
ん
で
協
力
し
な
が
ら

後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い

➊２日目には「➋夜宮で大
人が演じたササラの役」を
子供たちが演じる。顔には
さまざまな模様が描かれ、
緊張しながら出番を待つ。
➌伝統のお囃子を守り継承
する保存会の皆さん。

春
すのはら

原　勇
いさむ

さん

動画を視聴できます

１ ２

３

神社名
日和山神社

神社D
（ デ ー タ ）

ATA

住所
草間 616 番地

【氏子総代長】
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小
さ
い
こ
ろ
か
ら
自
分
も
舞
い

手
な
ど
と
し
て
参
加
し
て
き
た
祭

り
な
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
の
お
か
げ
で
、
今
年
も
無
事
に

開
催
で
き
た
こ
と
に
ま
ず
感
謝
し

た
い
で
す
。

　
赤
岩
地
区
の
例
祭
は
、
小
学
生

の
こ
ろ
か
ら
太
々
神
楽
を
舞
っ

た
り
、
そ
の
年
の
干
支
の
人
が

山
車
に
乗
っ
た
り
と
直
接
参
加

す
る
機
会
が
多
く
、
地
域
の
人

全
員
が
祭
り
の
内
容
が
分
か
る

と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大
き
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

祭
り
を
通
し
、「
地
域
の
人
と

の
縦
と
横
の
つ
な
が
り
」
が
増

え
る
こ
と
が
祭
り
の
良
い
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
宵
宮
の
花
灯
篭
か
ら
、
次
の

日
の
山
車
や
太
々
神
楽
ま
で
見

所
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
歴
史
あ

る
お
祭
り
な
の
で
、
こ
の
ま
ま

変
わ
る
こ
と
な
く
受
け
継
い
で

い
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　赤岩区で、毎年 １０ 月７日の宵宮祭に続き８日に
行われる例大祭。このクライマックスに高杜神社の
中社で行われる太々神楽は、明治 31 年 (1898) に飯
山の「五

ご そ く

束の大宮 ( 健
た け

御
み な か た

名方富
とみのみことひこ

命彦神社 )」から教
わったものといわれています。
　舞は、「禊

みそぎ

の舞」、「龍
た つ た

田の舞」、「鈴神楽」、「四
し き ゅ う で ん

弓殿」、
「二

ふたはしら

柱」、「大
や ま と あ そ び

和遊 ( 千代の舞 )」、「四方三礼」「神楽舞」、
「岩戸開き」、「恵比寿」、「流

りゅうでん

殿」の １１ 種類あり、全
ての舞を通すと３時間ほどかかります。
　また、「岩戸開き」では、天

あめのう ず め の み こ と

細女命が舞った
後、天

あめのたぢから お の み こ と

手力男神が登場し、岩戸を持ち去ることで
天
あまてらすおおみかみ

照大神が岩戸の中から現れ、供え物を供えること
ができるようになるなど、戸隠に伝わる岩戸伝説に
通じる要素も含んでいます。地域の篤い信仰心に支
えられ、小学生の男女、中学生の男女や青年たちが
烏帽子・冠・水

す い か ん

干・袴をつけて舞う姿は、見る者全
てに優雅さと勇ましさを感じさせます。

（赤岩区）

高
た か も り

杜神社

赤岩の太
だ い だ い か ぐ ら

々神楽

（市指定無形民俗文化財）

地
域
の
祭
り
を
変
わ
る
こ
と

な
く
受
け
継
い
で
い
き
た
い

➊中社の雰囲気と相まって荘厳さを感じる禊の舞。➋天手力
男神が閉ざされていた岩戸を運び去る、迫力ある岩戸開きの
舞。➌中学生の女子が舞い、見る者を魅了する二柱の舞。

動画を視聴できます

➍宵宮では、八つの花灯篭が集落内を練り歩き里宮へ奉納さ
れ、沿道の人は華やかな花灯篭の行列を楽しむ。➎、➏例大祭
では、山車引きの奉納行列からさまざまな物がまかれ、沿道は
待ち構えた人と紙吹雪で溢れ返る。

１

２ ３

４

５

６

佐
さ と う

藤　栄
えいいち

一さん

神社名
高杜神社

神社D
（ デ ー タ ）

ATA

住所
①奥社：赤岩 198 番地
②中社：赤岩 355 番地
③里宮：赤岩 1552 番地

【氏子総代長】
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　新野の式三番叟は、明治に入ってか
ら東京より伝えられたなどといわれて
いますが、囃子方や舞い方などは古い
ものを正式に伝えており大変貴重です。
　その音曲は、謡と小鼓・大鼓・笛の
楽器に合わせた能の要素からなってお
り、中山晋平は、小学生のころに式三
番叟の難しい笛の座を務めていたとい
われています。
　ここへ出てくる演技者は、翁・千歳
・尉

じょう

（黒
こくじょう

尉）といわれる者で、この三

　
ま
ず
、
災
害
な
ど
が
あ
れ
ば

お
祭
り
は
開
催
で
き
な
い
の

で
、
こ
の
地
域
に
災
害
が
な
く

無
事
に
お
祭
り
を
開
催
で
き
た

こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
新
野
神
社
の
例
祭
で
は
、
打

ち
上
げ
花
火
や
育
成
会
の
出
し

物
、
く
じ
引
き
な
ど
多
く
の
催

し
物
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
々

工
夫
す
る
こ
と
を
大
切
に
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
「
祭
り
に
来
た
こ
と
で
多

く
の
方
に
福
が
届
く
こ
と
」
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
見

物
者
が
増
え
る
こ
と
が
、
式
三

番
叟
や
地
区
の
獅
子
舞
な
ど
、

舞
い
手
の
方
の
や
る
気
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
神
社
の
氏
子
と
し

て
災
害
の
な
い
地
域
で
あ
る
こ

と
を
願
う
と
と
も
に
、
神
社
を

中
心
に
お
手
伝
い
を
し
な
が

ら
、
祭
り
に
参
加
し
て
い
き
た

い
で
す
。

祭
り
の
開
催
を
喜
び
、

年
々
工
夫
し
て
い
き
た
い

部の歌舞は、天下泰平・国土安穏・五
穀豊穣を祝

しゅくとう

祷するものであります。
　翁は白い髭を生やした面をかぶり、
神霊を舞台に迎えるため、荘厳な動作
で舞います。それに前後して、露払い
の役目をする千歳が舞い、最後に尉が
出てきて千歳と掛合いを行います。尉
はその後しばらく舞い、黒い面を着け
鈴の段を舞って終えますが、この時の
舞が大変活発であり、滑稽味を帯びて
いて見る者を引き込みます。

➊左が尉（黒尉）右が千歳。➋翁の荘
厳な動作は、ほとんどすり足で腰をか
がめがちで舞う。➌尉の踏込の舞。➍式
三番叟の後、奉納される獅子舞は、舞
の特徴が違う新野区と➎高遠区を順番
に見ることができる。

（新野・高遠区）

新野神社
新野の式

し き さ ん ば そ う

三番叟

（市指定無形民俗文化財）
動画を視聴できます

１

２

３5

4

池
い け だ

田　浩
ひろひさ

久さん

神社名：新野神社

神社D
（ デ ー タ ）

ATA

住所：新野 497 番地

【氏子総代長】
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数
十
年
前
は
、
各
家
の
長
男

が
集
ま
る
信
友
連
と
い
う
も
の

が
あ
り
、
祭
り
や
行
事
が
あ
る

と
信
友
連
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加

し
て
い
た
た
め
、
自
然
と
人
が

集
ま
り
ま
し
た
が
、
今
は
や
り

方
が
違
う
た
め
、
人
手
を
集
め

る
こ
と
に
苦
労
を
感
じ
ま
し
た
。

　
上
今
井
区
は
、
秋
祭
り
の
ほ

か
に
も
春
の
上
今
井
諏
訪
社

太
々
神
楽
が
市
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
歴

史
と
文
化
が
と
て
も
あ
る
の

で
、
絶
や
し
て
は
い
け
な
い
責

任
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
改
善
す
る
と
こ
ろ
は
す
る
。

け
れ
ど
、
全
く
新
し
い
も
の
で

は
意
味
が
な
い
の
で
、
昔
の
や

り
方
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
、
地
域

の
歴
史
と
文
化
を
継
承
し
て
い

き
た
い
で
す
。

地
域
の
歴
史
と
文
化
を

継
承
し
て
い
き
た
い

　上今井区で秋祭りにお囃子を奉納す
る「屋台」は、構造的および技術的に
優れているとして、昭和 51 年4月に
有形文化財に指定されました。
　屋台の造られた年代は明らかではあ
りませんが、組物を納める箱書に安政
5年（1858）の銘と当時の世話人の名
前が記されていることから、その当時
から残っている物ではないかと考えら
れています。
　また、構造は踊り場と楽屋に分かれ

佐
さ と う

藤　良
よしかず

一さん

➊屋台（右側）から流れるお囃子の音
色は、自然と聞く人の心を躍らせる。
➋３つの神楽が集まれば、その場は壮
大な響きに包み込まれる。➌、➍、➎
舞台で行われる獅子舞の様子。

上今井諏訪社

（上今井区）
屋台（お囃子）

（市指定有形文化財）
動画を視聴できます

ており、お囃子の奉納では、楽屋に上
今井諏訪社氏子会の若者が9人同乗し
て、「神田まわり」「通りばやし」の2
曲を演奏します。楽器は横笛のほか、
三味線、大太鼓、小太鼓、鼓大皮、鼓
小皮が使われています。
　秋祭り当日には、３つの神楽が地区
内を練り歩き、屋台から流れるお囃子
は祭りの雰囲気を盛り上げ、舞台では
それぞれ異なる物語を含んだ３つの獅
子舞が、華麗に舞います。

１

２

５４

３

神社名：上今井諏訪社

神社D
（ デ ー タ ）

ATA

住所：上今井 2685 番地

【氏子総代長】
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市
内
各
地
で
今
年
も
行
わ
れ
た
秋
祭
り
は
「
歴
史
」
と
な
り

「
地
域
の
文
化
」と
し
て
来
年
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
―
。

１ ２

３ ４

５ ６

７

８
９

➊、➋、➌竹原区で行われる竹原神社御祭礼余興煙火は、打ち
上げ花火のほか竹原祭祀団員が作る仕掛け花火が大きな魅力。
➍神様への深い礼から始まる中町区の獅子舞奉納。➎、➏南永
江区の獅子舞とお囃子に子供たちも興味津々。➐、➑桜沢区の
舞は、とう竜、かんとう、面などいくつかの舞があり、子ども
が担う「面」は獅子とのやり取りがまた面白い。➒西江部区の
獅子舞には多くの人が集まる。後ろからは肩車の特等席。
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平
成
17
年
4
月
1
日
に
中
野
市
と
豊

田
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
新
「
中
野

市
」
は
、
長
野
県
の
北
東
部
に
位
置

し
、
県
都
長
野
市
か
ら
は
鉄
道
で
約
30

分
か
ら
40
分
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
北
は
飯
山
市
、
木
島
平
村
、
東
は
山

ノ
内
町
、
南
は
長
野
市
、
小
布
施
町
、

高
山
村
、
西
は
飯
綱
町
に
隣
接
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
斑
尾
山
、
高
社
山
な
ど

象
徴
的
な
山
々
を
背
景
と
し
て
、
千
曲

川
、
夜
間
瀬
川
な
ど
が
形
成
し
た
河
岸

段
丘
や
扇
状
地
、
穏
や
か
な
傾
斜
地
に

集
落
が
発
達
し
て
い
ま
す
。

　
面
積
は
、
東
西
約
11
㎞
、
南
北
16
㎞

で
、
合
計
面
積
は
１
１
２
・
１８
㎢
と

な
っ
て
い
ま
す
。
気
温
は
年
間
差
が
大

き
く
、
夏
季
は
30
℃
以
上
、
冬
季
は
マ

イ
ナ
ス
10
℃
以
下
と
な
る
内
陸
性
気
候

で
す
。

　
産
業
は
農
業
が
盛
ん
で
、
リ
ン
ゴ
や

ブ
ド
ウ
の
栽
培
で
は
全
国
で
も
有
数
の

品
質
と
生
産
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
早

く
か
ら
エ
ノ
キ
タ
ケ
の
栽
培
に
取
り
組

み
、
キ
ノ
コ
や
果
樹
、
野
菜
、
花
き
の

施
設
栽
培
の
先
進
地
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

面積：１１２．18㎢
人口：44,026 人
【平成 ２7 年４月１日現在】

中
野
市
の
概
要

中野市役所
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平成 26 年 11 月号
歴史と文化が香る　信州中野の秋祭り

平成 26 年６月号
童謡・唱歌のふるさと中野市

平成 26 年 10 月号
信州中野のおいしいリンゴ

平成 26 年７月号
信州なかのバラまつり・ばらサミット

平成 26 年３月号
おかあちゃんの手作り

平成 27 年９月号
信州中野のおいしいぶどう

平成 25 年 12 月号
「土人形の里」から　絵付け体験のススメ

平成 25 年 11 月号
信州中野の酒

平成 25 年８月号
ナカノノキノコ
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